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吉 澤 義 則 

等しく 阈 語と はいふ もの、、 言 I.,- によって は その 時代、 その 人、 その 場合な どに 制限 せられて ゐる ものが ある。 例 

へば 契 沖の 「河 社」 S| ブに、 

ベら なり は 古今 集の さきより お ほくよ める 言な り まこと か 何なり は その 、ち このめる 言な り まし かばと とめて r 

ひのこせ る こと は 後 拾遺より 詞花 集までに いとお ほし 泰曙 しろき あ をき 吹 嵐 かなな ど、 いふ 詞は後 為^ 院の 御， 1^ 

より 人々 のこの めるな り 

と あるの は 歌 語の 場合で あるが、 時代に よる 相 遠の ある こと を 言って ゐ るので あり、 野 之ロ隆 正の 「^々筆， 奇」 {^It- 

S に、  , 

ぶ 

いま 俗に やまとことばと いふ  一 くさの ことば づ かひ ありて それ を 御所 方に てっか ひた ま，^ ことばと いふめ り。 大 

禾詞 大成と いふ n みさへ あり。 この 詞 のことの もと を考ん るに、 桓武 天皇の みよに 今の た ひらの みやこに、 や 

こうつし. ありし その まへの 京 は、 大和の ならに て ありし かば、 今の 京に うつりた まひての ち も、 御所 方に て？ s: 大 

n "本文 i;^ 史 


n» 本 文 153^ 史 

和の ことば を用ゐ たま ひけん。 山城の くに Q 民 ども それ をき、 て、 大和 詞と いひたり しな ごり、 々まで もった 

はりて、 御所 方に てい ひた まふ ことば をば、 た 大和 詞 とい ふこと ぞ とこ \ ろ えて、 その 大和の ふることば は、 

あと なくなり たる 今 世 も猶、 大和 詞と いふなるべく おも はる. - なり。 

と あるの は、 使 m する 人に よって 相 遠 ある こと. ど 物語る し、 時に よって は、 歌の 詞と 文章の 詞とは 叉 異なる もので あ 

る こと を 知る 讨 料が ある。 藤 井高 尙の 「三つの しるべ」 I 赚肝 t にも、 

おなじみ やび 詞も 歌詞と 文詞と はこと なる 事 あり、 たと へば 草木と いふ は 歌詞な り、 文に は 木 草と いふべ し、 さ 

なへ とる とい ふ は 歌詞な り、 文に はなへ う- -と いふべ し、 さくら 花と いふ は 歌詞な り、 文に はさ くらの 花と いふ 

べし、 此 たぐ ひ數 しらす 多し。 

と あり、 本 居 {ー且長 も 「玉 霰」 喊臓 四の 中に、 

同じき 雅言の 中に も、 歌の 詞と 文の 詞と 差別 ある を、 今の 人は此 差別な くして、 歌の S1 にして 文に はっか ふま じ 

きを、 文に つか ふこと おほし、 心すべし、 たと へば、 花に た をる とい ふ は 歌詞な り、 文に はた をる とい ふべ 

し、 車 を 小 車と いふ は 歌詞な り、 文に はた 2^ 車と いふべ し、 さよ ふけて とい ふ は 歌詞な り、 文に はたぐ 夜 ふけて 

とい ふべ し、 (屮 略) かやう のた ぐ ひいと おほし、 (中略) 但し 文に はくさぐ の ふり ありて、 序な ど 其 ほかに も 枕 

詞を おきな どして、 すべて 歌の ごと 詞を 花やかに したつる やう も あり、 そ は その 文の ふりに よる ことなり、 叉な 

ベ て はさらぬ 文の 中に も、 事に よりて は 一 言 一 一言 歌詞 を ことさらに まじ ふるやう の 事 も あり。 

と 記し、 散文の 中で も 種類に よって ffl 語 を 異にする 點 にまで 言 ひ 及んで ゐる。 「玉 勝 間」^ ij^^^ にも、 
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櫻の 花 を さくら 花と いふ こと、 これ も 後の世に は 常 なれ ど、 古今 集に は、 詞窨に は いづく もく M^Q 花と つも じ 

を そへ ての みい ひて、 た にさ くら 花と いへ る こと、 歌 こそ あれ、 詞には 一 つも； えす。 

とい ふの が ある。 これら は 語 の 相違 を說 いた ものであるが、 橘 守 部の 「佐 喜 草」 § 林 明年の 中には、 

すら は 三代 集中に 一首 ものせ ざれば、 え 撰ばす、 八 代 集 を も くらせ たれ ど、 なしと いへ り、 おも ふに 物語に お ほ 

かる 見れば、 その もとす たれた るに あらす、 適 撰 集に もれた るな り。 

と ある。 これら は單に 文と 歌との 用語の 相違に 就いて 敎 へる ものである ばかりでなく、 《=3 時 俗語に 對 して 雅語、 口 

に對 して 文語の 存在した こと を 想起せ しめる 例で ある。 雅語 文語に 就いては いづれ 後に 觸れる 機會が あらう。 

また、 中島 廣 足の 「玉 霰 窓の 小篠」 七に、 

玉 霰 云、 詞に 三つ のい ひ ざま ある 事、 たと へ ば花に.^^^^!^ さき」、 ^ ちれる ：！^^;^、 雪に，！^ ぶれ 7 化 

4, りし 云云な どい ふたぐ ひ、 大 かた いづれ の 言も此 三の いひ ざまに よりて、 いさ、 かその 意 も 差別 ありて、 花に 

さくと いふ は 今^ こと、 さける とい ふ はさきた ると いふと 同じ 意に て、 ^て ある こと、 ^しとい ふ は 前に t 大 しこ 

と を 後に いふ 詞也、 (中略〕 北ハ うち さける とい ふべき を さくと いふ こと はあり、 さく 花に 云云な どの ごとし、 これら 

.H さナ 5 い 匕 こし ス A ま. a  、廣足 云れ てるな れつ，.^ いふ も 同じ、、 とに て眞 木た つ 山な どの 如し 後， ミ、 し、 、t  、、ミ 

はさ ：2 る？ にと いふ 意 也 撰に 草 むら ごとに むれ； ^つに 云 々ともる も むれた てる はの 意な リザ 然れ ども， さくと いふべ 

きを さける さきし などい ひて はたが へり、 (中略) とな ほく はしく いはれ たり、 詞の はこびの すぢを もてい はば、 

げ にも かく あるべき ことなり、 (中略) 今按に 過去より 現在 を かけた る 事 を、 過去の しもてい へる は 例 多 かり、 後 

撰 「色 ふかくに ほひし こと は藤浪 のた ち も か へらて 君と まれと か」、 是は 過去より 現在 を かけて いへ る こと、 此歌 

B 本文 lis 史 
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n" 本 文^史 

の詞 書の さまに て しらる、 なり、 叉 貫 之 集 「八重む くらお ひに しゃと にから 衣た かために とかう っ聲 のす る」、 こ 

お ひ 

れは 眼前に 生し げりて ある をい へる なれば、 生た ると いふべき を、 おひに しとい へる は、 過去の 詞 なり、 これら 

を もてお もへば、 かの 三つの いひ ざまに も あながち にか \ はるべき 事に は あらざる べし、 2；；> と) で Jl^fi: ル ひ". サ 

に. ^ひ.^ お r も， ゆ) 

も ふべ し广 - 

と あるの も 和歌の しらべ に 件ふ變 態の m 例で ある。 和歌に は 音 數の制 K が あり、 また 調子 • 語感に よる 表現 法 も ある 

ので、 古くから 特殊の 慣例が 認められて ゐ たもので ある。 それらに 關 して 詳しく述べて ゐる睱 がない ので、 今 は 先人 

の說を 一 斑だけ示すに止めて.^、めかぅ。 

かう いふ わけで、 文學の 種類に よって、 m 語の 性質が 異なる こと も あるので あるから、 國 語の 研究 を 徹底せ しめよ 

うとす るなら ば、 先づ その 属する 文擧の 種類 を 究めて、 而 して 後 その 用語の 慣例 を 知らねば ならぬ。 以下 この 立場 か 

ら國 文學の 種類 を 一管しょう と 思 ふ。 

今 文擧 とい ふ 語 を廣義 に解釋 して、 m 心 想. 感情 を 文字 を 以て 表 はした もの を總 括して 云 ふ。 さう して こ k では 國文 

舉に關 する ものに 就いての み考へ てみ る ことにしよう。 叉 これ を 言語 排列の 上から、 散文 • 律文の 一 一種と する が、 そ 

の屮 律文の 方 は 他日 鍵. を 新に する ことにして、 今 は 除外して おかう。 

ク 二 ッブミ  へ， J/isiJ ゝ •4' 

散文が 書かれた 國文擧 を 分類した 最初の 書 は、 伴 蓠溪の 「國文 世々 の 跡」! 5^ 有：^ である。 それに は、 古 體* 中古 體 

• 近 體*國 文書 牘*譯 文と 分類し、 大體 時代 的に 觀 ようとす る 態度で ある。 最後の 譯文 は、 漢文の 語句 を翻譯 する 心 
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得 を 示した もので、 文 體に屬 する もので はない。 古體に 於て は 祝詞 • 宣命を 主として 說き、 記紀 の 假名 寄き の 部分 

や、 祈年祭， 龍 田風祌 祭、 續 日本 紀の中 にあって 最古の ものである 文武 天皇 元华 八月 庚 辰の 詔 を 舉げて ゐる。 屮古 

體は 平安朝 時代の 文 を 主として 說き、 紀貫 之の 「大 井川 行幸 和歌 序」 と 淸少納 言の 「枕 冊子」 と を その 例と して 舉げ てゐ 

る。 近體は 主として、 近世の 文であって、 向 阿 上人 の 「歸命 本願 鈔」 C 有名な 假名 三部 鈔の 一 つで ある y  i 

兼 良の 「藤 川 記」、 北 村 季吟の r 暢 山十景 和歌」 の 序文、 契 沖の 「古今 餘 材抄」 の 序文な ど を 例に とって ゐる。 この 中には 

時代から 言へば、 中世に 屬 する 大中臣 輔親& 一.！^  ,染 の 自序 も 入れて ある。 耍 する にこの 體は 中古 體に 漢文 味の 

混入した もの， を 指す やうで ある。 國 文書 牘は 「落 物語」 の 如き 王朝 時代の 假名 書きの 書簡 を 入れて ゐる。 

本書 は 日本 文章 史の 草分けで ある 點に 憤！： g が ある。 併し 未だ 漏れて ゐる書 も 多く、 文例 も 一 方に 偏した 感が あり、 

議論の 進め 方に も 承服せ しめに くい 所が ある。 

松沛靜 山の rs. 子 夜話 續編」 は 1 删 鮮；; ぉ輒隨 ^ 脱 f に 加 茂 3ii す 所で あると 云って 左の やうに 書いて ゐる。 

文に も 上世 中世 下 世の 體 あり 上世の 文 は 古専記 日本 紀の祌 代の 條の 文是 なり 徂其 文中に 又 i ^上さの 文 交れり 北ハ至 

て 上古の 體は いひ うつしが たし 其 次なる は 漸に及 もし てん 中世の 文 は延喜 祝詞 式を學 びて しられ Enu リ^り も 得べ 

し此 中に も 新 古 有 出 雲 國造神 賀詞 は 十：： 也 次に 六月 大祓詞 は 續レ之 其 外奈良 朝の 初に 至りて は漸に 雅少く 文弱ら に 

成ぬ 其 後代々 に 拙く 成て 今 京と 成て S 拙し 

藤 井高 尙の 「三の しるべ」 tjw 叶に は、 

奈良 のみや こより あなたの いにしへ は、 漢文に のみもの はかき しるすなら ひに て、 た ylll と 詔， 1 とぞ、 哥 なら 

B 本文 iS3> 史 
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日本 文章 史 

ぬみ やび 詞し てかける ものと は 見えた る。 これ をなん、 こ、 の 文のお やと はいふべき。 今の みやこと なりて、 ひ 

ら かなと いふ ものいで きて より ぞ、 たよりよ きま \ に、 何 やくれ やと、 こ、 の 文に も かく 事なる。 ひらかな の 文 

は 祝詞、 詔詞と は、 かき ざま も詞の やう もこと/、 にして、 いにしへ を まなび うつせる ものと は 見えす。 されば 

文章 は、 いにしへの ふり、 中頃の ふりと、 ふたく さに わかれたり。 (後略)  、 

tj あって、 3呉 淵の 言 を 基と して ゐる やうで ある。 

酉 田 直 養 ^ 滅 i^lr の 「I 舍 漫筆」 に は、 「國風 文章論」 と 題して、 

皇國 風の 文章 を 論す るに、 上古 風 

窒壽詞 書紀 顯宗紀 法 隆寺藥 師造像 記 推 古 十五 年 古事記 元 明 和 銅 四 年 出 雲 風土記 同 六 年 日本 紀 

元 正 養老 四 年 詔詞 

この 六部な り、 (中 

中古 風 

竹 取 伊勢 土 佐 (割 註。 古今 集、 大 井川 行幸 序、 庚申 夜 奉 歌 序) 

下 古風 

宇津 保 (割 註。 此書竹 取と ひとしく ふるき ものながら、 文體 はふる から や) より 以下 源氏 狹衣 にいた るまでの 物語 

日記 草紙 をば すべてい ふさて 右の 三等に て皇國 風の 文章 は備 はり、 (後略) (卷之 九) 

と 云 ひ、 又 
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古 文- 


-ぁ ILs  i 

—宣 命 I 


いまの 俗文 は、 壽永、 建久 よりこの かた、 やうく に 一 體を なせる やうな り。 (卷之 四) 

とあって、 言 はば、 四 種に 分類して ゐる やうで ある。 

散文 文舉を 組織的に 系統的に 分類表 示した の は、 榊原芳 isr 文藝類 ll」lf 針 ^ である。 左に 引用しょう。 

文章 分體圖 

I- 勧 撰  - 

—和歌 小 序 ——  - 

I ま 集 

-消 息 文  後世 女 文章 

I 日記 紀行文 

物 語 文 

一— 漫 筆 文 

-律 令 等- 


漢 文， 


,漢 文 棑對， 


—き ■ 和文 

, 官府 通用 文， 


—戰記 文 


往來 書簡文 il 1— 後， 一法 令 文 i 


p 言 -H^^  I 


，後世 書簡文 


國文學 はこれ で 網羅 せられて ゐる わけで もない。 塗 町 時代 • 江戸時代の 作物に は、 この 組織 中に 入れに くいものが 

n 木 文 ^IDf 史 


少 くな い。 又. 江戶 時代 末期 か ら 明治 初年 にかけ て 勢力の あった 假名 交り 文の 傳統を 示して ゐ な い の も 遣憾 である G 併 

しこれ は元來 古文に 就いて だけ 考 へたので あらう から、 多く を 望む の はさし ひかへ たい。 とにもかくにも、 口語と 漢 

語と を 用語と して 書かれた 古代 文舉を 一 括して、 その 發達 系統 を 幾分な りと も 明かに した 點は 最初の 功續 であると 稱 

へて よから う。 

今試に奈良朝に行はれてゐた文舉の^^類を兒ると、 その m 語の 性質と 記載 様式と により、 

漢 文  ， 

—束 鏡 體 (一) 

國 文— - 宣 命 體 (1 一) 

—假名 專 W 體 (三) 

の やうになる であらう。 この 中、 漢文 は 最も 盛んに 行 はれた 文章で あるが、 本篇 では 省略す る。 

國 文の 中の (じの 東 錢體は 鎌倉時代の 記錄 として 「東 鏡」 14 到 一が 採 化して ゐる體 で、 漢字 を以 

て 綴って あり、 しかも 固 語と して 請まねば ならぬ ものであって、 暫く 借りて かく 名 づける。 これに 屬 する ものに、 上 

せ 〕 記 • 上宮 法王 帝說 • 高 橋 氏 文 • 十：： 事 記 • 萬 葉 集の 詞 書が あり、 王朝 時代 になって から も、 日本 靈異記 を 始めと し 

て、 將門記 • 諸 公卿の n 記が あり、 そして 爽 .tl に 及んで ゐる。 これらの に は、 漢文 味の 多寡、 假名 使 e の 多少な ど 

幾分の 差 は あるが、 一類で ある。 男子の 書牘 も、 この 中に 人る。 


小 中 村淸矩 博士 は 「履 中 天皇の 時、 史官の 言 is;!- を 記した る 體裁は いかな りけん、 八， 知る .2 あら ざれ ど、 m 心 ふに 古 le^ 

記の 書體に 類せ る ものな らんと £ し， はる」 (上代の 文 十) と 言 はれて ゐる。 この 體が 我が！： 文中 Eg 古の ものの 一 つで ある 

こと は 推 古 天皇の 十五 年に 出来た 法 隆寺藥 師佛の 光背の 銘の實 物に よっても わかる。 

池 遷大宫 治 天下 天皇 大 御身 勞賜時 歳次 丙午 年 召 於 大王 天皇 與 太子 而 誓願 賜 我 大御病 太平 欲 坐 故 將造寺 藥師像 作 仕 

奉 詔 然當時 崩 賜 造 不堪 者 小 治 S 大宫治 天下 大王 天皇 及 東宮 聖王 大命 受賜而 歳，  久丁 卯^ 仕 奉 

とそれ に 見える が、 これ は 形 は 漢文の やうであって、 而も 「池の 邊 の大宮 に 天の下 治しめ しし ifr, 皇大" 1  み l^i はり i へ 

ノ.. .l^^i な j< ひ 0 えうま としお ほきす めら みこと ひつぎ のみこ め  、，- け ねが ヒ ま 

りし 歳次 丙午の 年 大王 天 皇と太 子と を 召して 誓 ひ 願 ひ 賜 ひしく …… 」 と いふ 風に 國 語で 讀 むので ある。 文中 「大御 

身勞賜 時」 「誓願 賜」 「大御 病 太平 欲 坐 故」 などの 漢文に ない S 字 法 は、 何れも 敬語の m ひ られる 所に ある。 敬語 法の 

頗る 發 達した 國語を 有する 國 民が 漢文で は 表 はせ ない 爲 にどん なに 工夫 をした かが 想像 せられる。 こ の 様式 は 後 骨に 

核い て 所謂 東鏡體 となる の である。 

この 光背の 銘の 如き ものから、 更に 進んで、 

於 是天祌 諸命以 詔^ 邪 那岐命 邪 那美命 一 一 柱 神 修理^ 成 是多陀 ffl 幣流之 園 赐天沼 矛 而依賜 也 故 一 一 柱 神 立 天 

浮 橋 而指下 其 沼 矛 以畫者 ip 袁呂 許袁： Isg 計 字 畫ぉ觸 I 云 而引上 時自其 矛末垂 落之鹽 累積 成鳥 是淤 能^ 呂島 M 

以下 四 

字以音 、 

の やうに 敬語 以外の 一一 一一 I： 葉に も阈語 を 示す 諸種の 工夫が 積まれて、 か k る 音 1 交 用の 文體が 一 般的 になって 行った。 そ 

の 一 因 は 次の 如き 事情 も 確かに ：E?- 逸せない と 思 ふ。 卽ち 古事記の 序文に、 
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n! 本文 意史 

然 上古 之 時 言 意： H 朴敷文 構 句 於 字 卽難已 因 訓述者 詞不送 心 全 以音連 者 事 趑更長 是以今 或 一 句 之 中 交 用 音訓 或 一 事 

, 之內全 以訓錄 卽辭理 Es^ 以注明 意況易 解： 史非注 

と あるが 如き ことで ある。 

併し それよりも もっと 投本 的な こと は國 語と 漢語との 相違で あらう。 詳しく 言へば、 

1 、 語 序が 異なる。 

二、 助 語 を 以て 實語を 連ねる。 

三、 敬語 法が 發 達して ゐる" 

の 三 箇條を 擧げる ことが 出來 るので あるから、 本来 漢文であった ものが 11 これ は 現存 最古の 文獻 或は 金石文に 徵し 

て 言 ひ 得る 11 崩れ て 行った ので ある。 

ところで、 この 體は 朝鮮に も 古くあった。 その 現存 中の 最古の 文章 は 葛 項 寺 東 塔 記で ある。 

一 一 塔天寳 十七 年 戊戌 立 在 之  ， 

魏 姉妹 三人 業以 成立 之 

甥 者 零 妙 寺 言 寂 法師 在彌  . 

姉 者 照 文 皇太后 君 嫋在彌 ， 

妹 者 敬 信 太 摘 在 也 

天寳 十七 年 は 我が 孝 謙 天皇 天平 寶字ニ 年に 當 つて ゐて、 年代に 於て 我が 國の 資料よりも 遙 かに 降って ゐる けれども、 


かう した 文 體は. 朝鮮の 國情 • 國 語から 觀る 時、 更に 古く 生れて ゐて もい、 と考 へられる ので ある。 而 して 王 仁 阿 直 

岐等數 多の 歸化 人が あつたので あるから、 推 古 朝の 文章に も 多くの場合 これら 歸化 人の子 孫が 參與 した こと を も 者へ 

併せれば、 兩國の 文章の 間に 何ら かの 交涉 があった ので あらう と 思 はれる。 

東 鏡 體は宣 命體ゃ 假名 專用體 と はちがつて、 11 勿論 漢字 を 使用す る 文章 史上の ことで あるが 11 絞 も 末長く 行 は 

れ たのであった。 

槐記 (法眼 山 科 道 安 著。 享保九 年) の 中に、 

文章 モ 上代 三百 年 前ノ書 ハ 令 ャ延喜 式 ャ江家 次第 等轉倒 ハ 勿論 漢朝 ノ文 一一 恥ル 「ナ シ定家 時代 ヨリ ノロ 本流 ノ文 

章ガ 一 流出 來テ 文字 ノ轉 倒等コ 、 n へ難キ 「ァ リ。 

と 書いて ゐ るの は 東 鏡體の 流行 を 言って ゐ るので ある。 

漢文で 書かれた 詔 敕に對 して、 國 文で 書かれた 詔 敕を宣 命と 云 ふ。 (二) の 宣命體 とい ふの は、 この 宣 命に m ひられ 

た 様式の もので、 一 例 を 示す と、 

現 御 神 止 大八島 國所知 天皇 大命 ：^=^ 詔 大命 乎 集 侍 皇子 等王臣 百官 人 等 天下 公民 諸 聞 食 止 詔 高天原 爾 |e| 始 而遠 天皇 

舰 御世 中 今 至 |& 天皇 御子 之 阿 禮坐牟 彌繼繼 爾大八 島 國將知 次 止 天 都祌乃 御子 隨母 天 坐祌之 依之 奉 之 隨画阇 豳此天 

津日嗣 高 御座 之 業 止 現 御 神 止 大八島 國所知 倭 根子 天皇 命 授赐比 負 賜 布 賁支高 支 廣支厚 支 大命 乎 受賜利 恐^ &此乃 食 

國 天下 乎 調 賜 比 天下 乃公 民 乎惠賜 比撫賜 11 隨神 所思 行 I 久詔 天皇 大命 乎 諸 聞 食 止 詔 (後略) (文武 天皇の. W: 命) 

の やうに、 多く は 語 序 を國語 風に 書き下し、 實辭 は訓讀 し、 虚辭は 音 借と し、 實辭は 文字 を 大きく、 虚^ 卽ち 活用語 


B 木 文 0 史 

尾 や 助動詞 や 助詞な ど を 右寄りに、 若しくは 一 一行に 割って 小喾 して ゐ るつ これに 露す る ものに はこ の 外に 延喜 式に 收 

めた 祝詞が ある。 共に の 國語 資料 として 尊 ^iai: する に 足 る も の で あ る 。 前者 は 古儀 先例 をまん じ る 祭祀 關係 の もの 

であるから、 概して 古體 であり、 後者 は， 事件に 應 じて 天下に へる ので あるから、 用語 や 言 ひ 表 はし 方に 時代の 影 

響が 見える。 例へば • 

ふ?  ^ リ J テホト ノ；： J ケ， *- . ヲキ テア レ. ドモァ メノシ -J-z マツリ ゴト ヲすコ ナハズ アル コ ト ェ ズ ホトケ モキ V ゥ -1 ノリ M 、ハク コクヮ ウイ ワウ 4!-  -I マス トキ ハ ボ サ チ/. 4- ャゥ 

朕カ髮乎曾^^-天佛乃御袈裟乎服天在止毛11~家乃 政 乎不行 阿：. 流 已止不 得 佛毛經 仁 勑久 國王伊 王位 仁 坐 時方菩 -1 乃淨 

カイ ヲ ゥケ ョト ノリ テ ァリ 

戒乎 受與止 勑灭在 

は淳仁 天皇 天平 寶字八 年の 詔で あるが、 漢語 や 梵語の 外来語が 自由に 取り入れて あるの を 見る ので ある。 

この 宣命體 は 何時頃から 始まった であらう か。 本 居宣長 は 「詔詞 解」 で、 

上代の 詔勅 はみ な此宜 命と いふ さまの 文に そ 有け む を (屮 略) 書紀撰 はれたり し 時、 いと 上代の こそ^に のこら ざ 

る こと も ありけ め、 や、 近き 御代/、 の は 多く 傳 はりて ぞ 在べ きを、 みな 弃 てて 載せられす (後略) 

と 言って ゐる。 續紀 の開卷 第一 から 宜 命が 見えて ゐて、 書 紀には 全く 见 えない とい ふ事實 が、 書紀 と續紀 との ISt お 

の 相 遠から 起った 結 菜の やうに 思 はれ もして、 この 說に 同意した くもなる ので あるが、 なほ 種々 な こと を考へ 八：： せて 

後 判断し なければ な ら な いので あ る 。 宣 長の 說は 別と して この 様式 卽ち 所謂 宣命 書き の 行 はれる やうに なった の は 何 

時 頃からで あらう か。 已に 言った やうに、 m 言の 活川 語尾 や 助動詞 や 助詞の 類 を 識別して ゐ るので あるから、 不完全 

な ものであるに 違 ひない が、 か、 る， 語法 的 意識 は舉 問の かなり 發 達した 後でなければ、 現れる 普 もない と考 へられる 

が 故に、 續 日本 紀に 於て 最も 十 ：！ いものに なって ゐる 文武 天皇の 詔敕が 書かれた よりも 遙 かに 以前と 云 ふやうな こと 
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は、 常時の 各方： .§ の事實 から 考へ及 ほす 時に も、 否定せられ なければ ならぬ。 少く とも、 その 御代 以前に 始まった と 

しても. それほど 遠くない 顷 からで あらう と 思 はれる。 

かう した 様式で 書かれた ものが、 また 朝鮮に も ある。 こ、 にも 彼此 交^の 問 题が存 する ので ある。 これに 就いて へ；' 

新しく 筆 を 起す 煩 を 避けて 嘗て 出岸德 平氏が 岩波 講座の 「R 本文 舉」 で 「今昔 物語 集 概說」 の 中で 觸れて US られ る記赛 を 

左に 引 しょうと E 心 ふ。 

我が 國に 於け る雙記 式の 表記法 は 旣に宣 命 や 祝詞に 見えて ゐる。 恐らく か」 る 形式 は 朝鮮の 吏道 を舉ん だもの 

であらう。 吏道 は、 吏 讀 • 吏 頭 • 吏套叉 は 吏 吐と も 書く" 寫音 的に 朝鮮語 を 寫す爲 に 用 ひた 漢字 を 首って 居る。 

主に 助動詞 や 助詞で、 中にはお S しない 體 言に 相 當 する もの も ある。 この 外に も 朝鮮に は 吐と いふ もの を W ひた 

表記法が ある。 これ は 多く 經書 に附 けられた 朝鮮語の 助動詞 や 助詞 を 言って、 主として 隨文ゃ 漢字の 略體、 又は 

漢字 も 用 ひ られて 居る。 然し これ は 比較的 後世の もので、 「吐」 の 記事の 文獻 に兑 える の は 李 朝の 世 宗 の 十 年 (我 

が 後 花 同 帝の 應永 三十 五 年 卽ち正 長 元年— 一 一 〇 八 八— 足 利 義敎の 時) である (世 宗資錄 )" かくの 如く 後世の 發 達に 

か、 る ものが 吐で ある けれども、 これ とても ホな讀 と 根本的に 異なる もので は 無い。 寧ろ 吏 譲の 進化した ものと も 

見る 事が 出來 る。 吏讀は 新羅 時代の 創 制で、 新羅 時代の 鐘銘ゃ 碑文に 多く W ひられ、 兩 者の 間に S だしく 懸隔が 

ある。 その 爲に從 來は吏 讀と吐 を 全く^ 種の ものの 如く 兑て區 別す る 者 もあった。 然し 吐 も 亦 讀と同 一 の もので 

あるが、 吐 は 比 絞 的 後世の 發達 にか、 る ものが 多い と 言 ふに 過ぎない。 

さ て 吏 吐 は 新 ri 時代 を經 て 高麗 時代 に 入り、 更に 李 朝に 入って から も 便 m せられて 居る。 誇 書 等 に は 最近 迄 も 


使用して 居た 由で ある。 尙ほ吏 吐の 語義に 關 する 岡 倉 由三郞 氏の 說は、 參 照すべき ものであるが 故に 玆に 揭げて 

おかう。 

k は胥 吏の 吏の 義で は 假り字 を 意味す る。 朝鮮に は 語尾 を E とい ふ。 故に 吏道と は胥 吏の 用 ひた 語尾の 義 

である。 (取 意) 

.h- ぎに 尙ほ吏 讀の實 例 を擧げ てお く。 まづ 漢字 その 儘 を 使用した もの を揭げ る。 

1^ 也 之 間、 萬 物 衆 里 唯 人^ 最貴爲 尼 所 貴 乎 人 隱以其 有 五倫 也 羅是故 奴 孟子 伊 曰 父子 有 親爲妳 君臣 有 義爲妳 夫婦 

有 別爲称 長幼 有序爲 .ii 朋友 有 信 是羅爲 時 尼 

此 處に擧 げた 吏讀の 意義 及び 音 は 次ぎの 如くになる。 

ai に 伊 i が 爲尼 S に から 隱 Sn は 羅 ra なり 扠 no で 

爲^  £-3/6 して 是羅 ria なり 爲時尼 £-si-ni のた まふ 

この 中、 伊 は 日本語に 「仲 麿 伊」 の 如く 主格の 下に 附 いて 古く は W ひられた 例 も ある。 以上の 外に 更に 略 體の吏 

道が ある。 例へば 次ぎの 如きが それで ある。 

ィ i 伊の 略 フ ya 也の 略 ヌ § 奴の 略 タ ta 多の 略 メ  £ 爲の略 

乎 15 乎の 略 

これら Q 中ィ *タ* ヌは 我が 片假 字と 同一で ある。 されば 我が 片假 字と 吏道の 略體の 問に は、 必す 何等かの 關 

係が 認められる。 


却說 この 吏道の 發明者 を、 三 國史記 や 三國遣 事、 東 國通鑑 等の 記事に よって 從來は 新羅の 薜 聰と稱 して 居た。 

然し 三國史 記に r 聰性明 鋭、 生 知 道 待、 以方 一一 九經、 訓導 後世」 と 記し、 二 画 遣 事に も 同じ様に 「以 方言 講九經 

云云」 の 記事の 存 する を 見れば、 吏道 は敢て 一 個人の 發明 では 無い 様で ある。 勿論、 薛聰は 優秀な 舉 者で あった 

らうが、 新羅 時代に は旣に 吏讀に 類した 漢字 使用法が 存在した ので ある。 卽ち^ 歌に 於け る 地名 • 人名 二目 職 等 

の 如く 漢字 を寫音 的に 用 ひる 表記法が それ だ。 されば これらの 中、 特に 一般に 使用せられ、， 叉、 世に 流行した も 

のが 吏道と なった と 見られる。 從 つて 吏道 叉 はこれ に 類す る 表記法 は 古くから 存在した 事 も 知られる。 

この 表記法が 我が 國 にも 傳來 し、 宣命ゃ 祝詞 等に 用 ひられた。 宣 命の 中、 古いと られる もの は 文武 帝の 元年 

( 一 三 五 七) 八月 庚 辰の もので 次ぎの 如く 記されて 居る。 —C 例ヲ^ 略 スル。 ) 

又、 祝詞に 關 して 一例 を 示せば 左の 如くで ある。 

. 荒 鹽之鹽 乃 八 百 道 之 鹽乃八 百 會爾座 須速開 都 比 晖止云 祌持可 可 呑|; 如 此久可 可 Kai 氣吹戶 坐須氣 吹戶主 止云祌 

…… 就 給 比 淸給事 乎 諸 聞 食止宣 (大 献詞) 

(中略) 又、 高 橋 氏 文 も 半ば 漢文 を ffl ひ 半ば 宣命體 を 用 ひた ものが ある。 卽ち 

河 曲 山梔葉 1 天 高 杯 八 枚 爾刺作 利… 取， S 木 葉 1 天… 取， 1 日影 1 天爲， 緩、 以 n 蒲 葉， 天 美 頭 良 乎卷寸 採，, 麻佐氣 

葛, 多 須岐仁 加氣… 多爾 久久 乃 佐 和 多 流 I 波 加 幣良乃 加 用 布 I 波 波 多 乃狹物 …… 乘 輿從レ 東、 還， 一座 於 伊勢 國 

綺宫- …； (5 章) 

(中略) などの 如きが それ だ。 かう 見て 來 ると 小 書 雙記體 は、 吏道の 流 を 汲む 古 型の 表記法で あり、 宣 命 や 祝詞 或 


は 漢文 を國霞 り卽ち 後の 攀 交り 文の 如く 讀み 或は 書く 際の 形式で t 事が 知られる。 上 後略) 

右の 記事で この 問題 は 一先 づ 終って おかう。 

かくて 散文に 於け る靈 文の 曹方が 成立し までき。 併し ま義 文書 式の 部分 や 漢文 法に 於け る 助詞の 使用 も 

あって、 漢文から 管 m された も Q であき と 遠ふ餘 地がない。 それ は それと して、 所 靈^ 攀擎 交り 文の 

一 種で あると 言 へよう。 

この 體 i する ものに は、 宣命 .|. 高 橋氏 文の 一部の 外に、 元 興 寺 I の 一部分、 成立 年代 は 不明ながら、 お 

津 風土記 や、 糧 風土記 Q やうな も Ql へられる。 平 纏に 人って は、 擊は 殆ど 片 假名に なって ゐ るが この 體に 

屬する も のに、 I 逢 物の 今昔 物語-譲 修法 百 座 -打聞 集 ニニ寶 籠な どが ある。 一例 集す と、 

今昔在原業平中將ト云フ人有ケリ世ノロ者1^^有ケル (今昔 物 詰) 

子ァ リ其ノ 名ヲ爲 陵.^:; (法 華 修法 百 m) 

有ヌ曰 ノ儈ュ 見 一.^ 尊 トカラ レム ト& -テ (打 聞 集) 

鎌 倉 初期 の ものと はれる 吉備 大臣 物語 も 宣命體 である。 

東 鏡體 善 一命 體と は、 共に 公用文 書と して i な 覆に 立って ゐた爲 に、 旣に 天平 時代に 於ても ま 例に f やう 

な 兩體の 併用が よく 行 はれたら しい。 

右 十二月 正月 二曹 I、  11 留、 給 正 身 I、  I 人？ 一 月粮 者、 霸所 I 者、 雙 給. S 仕 丁 等中 


留止母 彼 膳 仕 丁 刑 部 五 百奈比 依无、 不得 勘、 謹啓 

天平 寶字六 年 三月 九日 六 人 部 荒 角 

これ は 正倉院 文書で あるが、 その外に は、 平安朝 時代の 公卿の 日記 類が それで ある。 一 例 を攀げ ると、 藤 原 行成の 

「權 記」 の 寬弘八 年 六月 廿 八日の 條に、 

仍 今日 凶 會不參 入、 明日 可參 侍、 抑 置 上 藤 者 此事未 得 其 意、 若造 宫所事 はと 可 侍 § れ …亦 1^ 何事 哉と-、 曾 〇 侍れ 

と あり、 後 小野宮 右大臣 實資の 「小 右 記」 の 寬仁ニ 年 十月 十六 日の 條に、 女御 藤 原 威 子が 後 一條 天皇の 皇后に 冊立 せら 

れ 給うた 時、 父 道 長が 喜びの 餘り、 歌 を 詠み、 ー實 資に 返歌 を 求めた 時の こと を 書きつ けて、 

太閻 (道 長 ノコ ト) 招 呼-下 官 一 云、 欲レ讀 n 和歌 f 必可レ 和 者、 答 云 何不レ 奉レ和 乎、 又 云 誇た る 歌^な 有る 但非ニ 宿 Si 

者、 此世乎 は 我 世と 所思 望月 乃應； ^る 事 も 無と 思へ 、へ 余. e. 云 御 歌 優美 也、 無 方 酬答滿 座 只 可 誦此御 歌… 

と あり、 又、 中 御門 宗忠の 「中 右 記」 の 天 仁 元年 十月の 條に、 

次 仰 云、 明日 之 午 時爾依 大嘗會 御慶、 可 有 行幸、 長 和 五 年 之 跡 之 儘に 候へ fllll 例稱唯 退出 了、 

と ある。 この 日記 類に 見える 宣命書 は 殆ど、 和歌と 人の 言葉と を寫 したと ころに 限られて ゐる やうで ある。 

前述の 所に よって、 東鏡體 はとに も かくに も 姿 はや はり 漢文と 言 はねば ならない もので あり、 宣命體 は 漢字 交り 文 

であって、 ニ^^ともに、 漢語の 入り 易い 狀 態に あるので あるが、 (三) の 假名 專用體 は 全く 漢語と 絡緣 せられて、 それ 

らの 不純な 言語に 煩 はされ る ことなく、 純 粹な國 語の 世界で あると いふ 點に 於て、 我々 は 一 段の 懷 しさ を感す るので 
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然るに、 今ロ傳 はり 存 して ゐる體 の 中で 最も 數少 いのが 實 にこの 假名 專用體 なので ある。 この 事 實は何 を 意味す る 

ので あらう か。 當 時に 於て この 文體の 使用が 最も 少 かった 爲 であると も考 へられない ではない。 併し、 古事記の 序文 

を 見 ると、 已因, 訓述 者、 詞不 レ逮， 心、 全 以レ音 連 者、 事趣更 長、 是以、 今 或 一 句 之 中、 交， 一 用 音訓 f 或  一 le^ 之內、 全 

以レ 訓錄、 とあって、 この 體を 別に 珍し さう にも 書いて ゐ なければ、 肉 難 さう にも 言つ てゐ ない の を る， ij、 この 文 

體も相 當繁く ffl ひられて ゐ たので なから うか。  . 

又、 この 體は 他の 二様 式よりも 發達 流行が 少し は 後れて ゐ ると 見られな いこと もない やうで ある。 例へば、 これ は 

文章でなくて、 歌 諮で あるが、 萬 葉 集 をー覽 すると、 概して 古い 歌が 漢文に 近い 體 若しくは 所謂 東 鏡體の もので、 卷 

十 一 の. 

春 楊 葛 山 發雲立 座 妹 念 

雷神 小 動 刺 雲 雨零耶 君將留 

の 如き は、 人 麻 a: 歌集 中から 祓いた ものであるが、 「春 楊」 の 歌の 如き は、 僅かに 十字で 三十 一音の 短歌と して 訓 まれ 

る やうに 出 來てゐ る。 この 外 一 の卷ゃ 二の 卷ゃ 古歌 集の 歌の 如き は 右の やうな 書式で、 假名 書きの 部分 は 極めて 少 

い。 さう して 新しい ものに 假名 書きの 部分が 多い。 卽ち卷 五 や 或は 大伴家 持の 手記と 言 はれて ゐる 十七の 卷. 十八の 

卷 • 十九の 卷 • 一 一十の 卷の やうな のが それで ある。 佛足 石の 歌の 一 音 一 字 式 もさう いふ 風に 見られな いだら うか。 1.;^ 

謠も 初めの 中 は. 散文と 同じく 古事記な どの やうに 柬鏡體 で 書かれて ゐ たが、 記 ゃ紀が 漢文の 中に 所々 に 一音 一字 式で 


國 語の 訓を 注した やり方が、 歌謠に 於て 更に 特殊な 必要が 認められて、 次第に 一 音 一 字 式に なつ て 行つ たと 見る の 

である。 それ は 歌 謠と云 ふ ものが、 音 數に强 く 制限 せられて 居て、 漢文 風に 書いて あって は、 他人に とって、 或は 後 

になって 助動詞 や 助詞 や 或は 用言の 語尾な どが 明かに はわから ない ことがある。 一 一様 若しくは それ 以上に 訓 めて、 且 

つ 音數の 上に 變動を 起さない としても、 作者の 考 へた 意味の 上 や 音調の 上で は 微妙な 相違 を來 たす 恐れが 十分に あ 

る。 歌謠は その 國 語の 最も 微妙な 連績 物で あり、 一 音の 相違に よって はすつ かり 別物に なること も あるの は、 今日 我 

々が 萬 葉 集の 語法 を 研究す るに 當 つて、 常に 經驗 する 所で ある。 卷十 四 の 東歌 ゃ卷 二十の 防人の 歌が 一 音 一 字 式で 書 

かれて ゐ るの は、 それが 後の 書き 換へ であらう と 否と に關る ことなく、 一  つの 理由 は 東 鏡體の 如き もので は、 當 時の 

都詞を 以て は訓 みやう が定ら ないから であらう。 方言 を 保存す ると か、 珍しい とか だけの 理由であるなら ば、 その 書 

き 表 はし 方に 到る 徑路 を閬 明して ゐな いと 思 ふ。 

歌謠は 常に その 一音 一音が 文章の 場合 以上に 大切な 性質 を 有って ゐる。 文章なら ば、 上の 方で 言 ひ 遠 へても 後の方 

に 餘裕が あるから、 言 ひ 繕 ふこと が出來 ない こと もない ので ある。 歌 誰が 常 陸 風土記に、 

愛 乎 我 ST 巍哉 神宮、 天地： S 齊、 日月 共同、 人民 集賀 

飮食豐 富、 代代 無絕、 日日 彌榮、 千秋 萬 歳、 遊 樂不窮 

は  みすゑ 

の 如く 書いて あって、 普通に は、 「愛しき かも 我が 脱」 とい ふ國 語の 訓を與 へて ゐ るが、 それが して どれ だけ 眞に近 

からう か。 如何 やうに でも 訓 むこと が出來 るで はない か。 その 原文 を 見る と * 四 字づ. -ig ベて ゐ たり、 圃語 では r ッ . 

キヒ」 とい ふの を 漢語の 「日月」 として ゐ るが 如き を觀 ると、 これ は 「漢詩」 化した も 一ので あって、 從っ て國語 で訓 むこ 
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とを豫 想して ゐ るので はない ので はなから うかと 思 はれる。 歌謠 として は餘り 例の 無い 書き方で ある。 

かう して 歌謠に 於け る 一 音 一 字 式卽ち 假名 專 W 體が 文章の 上に 於ても 幾分の 影響 を與へ てゐ るので はなから うか。 _ 

右方 與保呂 久保爾 在 志 比禰、 鼻 太 乎 理爾黑 子、 上 久治比 留爾黑 子 

は 天平 勝寶ニ 年の 奴婢 見來 帳に 見える もので、 奴婢の 人相 を 記した ものである。 さう して 未だ 純粹の 一音 一字 式で は 

ない が、 少し 後れて 初めて 一音 一字 式が 現れる。 これ は 正倉院 文書の 中で 紙背 を 用 ひた ものであって、 一 つ は 天平 寶 

字 六 年 正月 及び 一 一月の 日附 ある もの 一枚と、 I つ は それと ほ 同じ 頃の ものと 思 はれる もの 一 枚と だけで ある。 その 

前者 は、 

布 多 止 己 呂乃己 乃 己呂美 A 乃 美 毛 止 乃 加 多 知 支 々 多 末 マ 爾多天 萬 都 利 阿久 …… 

と ある。 その 文意よ すれば、 當 時の 書簡文で なから うか。 左に 後者の 全文 を 引かう。 

和 可 夜 之 奈比乃 可 波 利 爾波於 保 末 之 末 須美奈 美 乃 末 知 奈流奴 乎 宇 氣與止 於 保 止 己 可 都 可 伎 乃 比 止 伊 布 之 可 流 可 由 

惠爾序 禮宇氣 牟比止 良久 流 末 毛 太 之 米 S 末 都 利 伊禮 之 米 太 末 布 日與：  纖良毛 伊太 佐 牟之可 毛 已乃波 古 美 於 可 牟毛阿 

夜 布 可 流 可 由 惠爾波 夜 久末可 利 太 末 布 日 之 於 保 己 可  可^ 奈比氣 奈波比 止 乃 太 氣太可 比 止 □ 己 止 波 宇 氣都流 

と あり、 これ は、 

わ やしな ひ .f-li り  みなみ まち  め  お ほと こ つかさ ひと  しか  モ  ひと くるよ も 

我が 養の 代に はお ほ まします 南の 坊 なる 野 をう けよ と 大德が 司の 人 言 ふ。 然るが 故に 其れう けむ 人ら 車 持た しめ 

てまつ り 入れし め 給 ふ… 

の やうに 訓 むので あらう が、 意味の 通じに くいと ころも ある。 


何 は ともあれ、 この 體の 現存して ゐる ものが 極めて 少 いのは、 何 かの 事情に よるので、 必 すし も當時 使用が 少 かつ 

たので はなから う。 

東 鏡 體も宣 命體も 共に 國語 を寫す やうに 出来て ゐた 文章の 二様 式で あつたが、 國語を その 音聲 のま &に 載せる こと 

が 出來る やうに は 作られて ゐ なかった。 獨り 假名 專用體 だけが それ をよ くした ので ある。 されば 機會 さへ あれば、 こ 

の體が 盛んに 行 はれる こと は 當然な 勢であった。 

$ 力 神代に 文字 力あった とい ふやうな こと は、 今日で は擧 者の 信す る 所でない。 忌部廣 成の 「古語 拾 遣」 の 序文に、 

蓋閒 上古 之 世未レ 有，， 文字？ 贵賤 老少 ロロ 相傳、 前言 往行存 而不レ 忘。 

と 記されて ゐ るが 如き 狀 態であった らうと 想像 せられる。 從 つて 我が 阈 語が 文 獻の形 をと つて 現れ 始めた の は、 漢字 

傳 以後の ことと 言 はなければ ならない。  • 

「古事記」 に は、 應神 天皇の 御代に 百濟 から 王 仁が 来朝して、 論語 十 卷と千 字 文 一 卷とを 奉った とい ふ 記事が あり、 

rR 本書 紀」 に は、 王 仁の 来朝 は應神 天皇の 十六 年 (紀元 九 四 五) となって ゐる。 我が 國に 於け る 漢字 • 漢籍の はじめ を 

文き 上に 求めれば、 右 以前に 溯る こと は出來 ない ので ある けれど、 事 實は必 すし もさう では あるまい。 近年、 出土品 

の 研究に よれば、 漢土との 交通 は隨分 古い もので あり、 九州の やうな 西陲に 限る ことなく、 幾 内に 於て さへ 前漢 

の 物が 發 見せられる とい ふこと である。 前漢は 我が 紀元の，： ハ八四 年が 最後で あるから、 文字の 傳來も その 頃から あつ 

たと す，^ ぱ 右の 記錄 より 更に 一 一三 百年 も 溯る ことになるの である。 たと ひ 支那 本土と 直接 は 交通して ゐ なかった と 


しても、 支那の 文化 を 承け てゐる 朝鮮との 交通 はかなり 古い 時代から 行 はれて ゐ たこと であるから、 自然 漢字 も 夙く 

から 傳來 せられて ゐた 害で ある。 何に しても 王 仁の 來 朝が、 漢字 傳來 史上の 一 轉期 をな したの は事實 として 認めねば 

ならない。 

我が 祖先が 最初に 知った 文字 は 漢字であった。 さう して 漢字に よって 初めて 文章 を 書く やうに なった。 か" る 次 負 

であるから、 我が 文章 史上 最初の 文章語が 漢語と 密接な 關係を 有する であらう こと は 言 ふまで もない し、 また その 交 

步ま. 漢字 度 來の狀 態に よって 種々 な 結果 を 見せた であらう と 思 はれる ので あるから、 漢字 渡 來が國 文擧に 重大な 意義 

を is つて ゐる ことになるの である。  • 

漢字 渡来の 當時、 我が 國人 はや はり 公的な 場合に は、 歸化人 或は その子 孫 等に 之 を 委ねなければ ならなかった であ 

らう。 敏達 天皇の 元年に 高麗からの 表 疏を諸 史に讀 み 解かせられた 時、 三日 か- - つても 讀 めなかった のに、 船 ノ史の 

祖 である 王 辰 爾が讀 み 解いて 賞せられ、 諸史 はお 叱り を 蒙って ゐる。 推 古 天皇の 時に 留擧 生と して 遣^使に 隨 つたの 

は 皆歸化 人で ある。 かう して 歸化人 及び その子 孫 は 國內に 於て 諸の 記錄を 司ったり、 我が 國 人に 漢 學を敎 へたり した 

ので ある。 

儀禮 的な 公用文 章が いつしか 漢語 漢文で なければ ならぬ やうに なって 行った の も 無理で ない。 雄 略 天皇 時代の もの 

で 今日 見得る 最古の 外交文書が 彼の 宋 書に 載せて ある。 

封國偏 遠、 作 藩 於 外、 自昔 祖禰、 躬擐 甲胄、 践涉 山川、 不遑 寧處、 東征 毛 人、 五十 五國、 西 服 衆 夷、 六十 六國、 

f 海 北、 九十 五國、 王道 融泰、 廓 土 遐畿、 累葉 朝宗、 不愆 于歲、 臣雖下 愚、 胤 先緖、 驅率 所統、 歸崇 天極、 


道遙 百濟、 装 治 船舫、 而句驟 無道、 圖欲 見吞、 掠抄 邊隸、 虔劉 不已、 练致 稽滯、 以失 良風、 雖曰 進路、 或 通 或 

不、 臣亡 考濟、 實念寇 賺塑塞 天路、 控弦百 萬、 義聲 感激、 方 欲 大擧、 奄喪 父兄、 使 垂成之 功不獲 一 篑、 居在諒 

闇、 不動 兵 甲、 是以偃 息 未捷、 至 今 欲 練 甲 治 兵 申 父兄 之 志、 義士 虎赏、 文武 效功、 白^ 交 前、 亦所不 顧、 若以 

帝德覆 載、 摧此强 敵、 克靖方 難、 無替前 功、 竊自假 開 府傣同 三 司、 其餘咸 假授、 以勤 忠節、 

多少 彼の 人の 修 潤が 加 はって ゐる かも 知れない が、 編者 等の 擬作 ではない と 言 はれて ゐる。 

天平 元年 三 e: の 詔に、 

宣 文則皇 太夫 人語 則大御 祖追收 先勅頒 下後號 

とあって、 漢語で は皇 太夫 人、 國語 では 大御祖 とい ふと 云 ふので ある。 常 陸 風土記に、 

荒賊 俗 曰 阿良 夫 流 爾斯母 乃 

海苔 俗 曰乃理 

能 水 哉 俗 曰 與久多 麻 禮留彌 津可奈 

とあって、 この 「俗」 とい ふ 意味 は 漢語に 對 する 日本語 を 指す ので ある。 卽ち 前の 例 は 文章語 を 漢語と 定め、 後の 例 は 

雅語 を 漢語と 定めて ゐ るので ある。 後に なっての 例で は あるが、 そこに、 當 時の 漢語の 勢力 を 見る ので ある。 

古事記と 日本書紀と を： a ベて 見る 時、 書 紀が當 時對內 的に は大 八洲と 云 ひながら 而も 對 外的な 日本と 云 ふ 國號を 冠 

せて ゐる ことから しても、 この 書が 對 外的な ものである こと は 知られる が、 更に その 文體を 比較す る 時、 たと ひ出來 

る だけ 漢文 を國語 風に 訓む倾 向であった こと は 一 一 者 同じで あっても、 歌謠 以外 は 全部 漢文で 書かれた 書紀の 方が 古事 


記より 遙 かに 公用 的な 意味 を 持つ も の と考 へ られ ないだら うか。 

奈 良の 都が 手狭と なつ て 都 は 京都に 遷 された" 支那の 文化 を 取り入れ るのに 汲々 として ゐた當 時の 人々 は、 歷 代の 

天子の 學問 御獎勵 と相续 つて、 有 漢學に 熱中した。 大學 • 國學の 外に、 弘文院 • 學館院 • 勸學院 • 棕藝種 昝院の 如 

き 私舉の 經營さ へ 起り、 績 日本 紀 四十 卷 • 日本 後記 四十 卷 • 續 日本 後記 一 一十 卷 • 文德實 錄十卷 • 三代 實錄 五十 卷 • 新 

撰 姓氏 錄 三十 卷 • 類聚 國史ー ー百卷 などの 歷史關 係の 書 や、 弘仁格 十卷 • 弘仁式 四十 卷 • 貞觀格 十一 ー卷 • 貞觀式 1 一十 卷 

などの 法制 關 係の 書 やその 他醫書 * 類書な どの 漢文で 書かれた 著述 は 頗る 多い。 更に 詩文に は嵯， 哦 天皇の 御代に 凌雲 

集 一 卷 (延喜 元年から 弘仁五 年までの 詩 を 集めた もの) • 文 華 秀麗 集三卷 (ほど 凌雲 集と 同時代の もの を 集めて ゐる) • 

經國集 一 一十 卷 (慶雲 M 年から 天 長！； 年までの 詩文 を 集めた もの) の 如き 敕撰 集の 世に出た こと は實に 驚歎に： g する もの 

である。 如何に 當 時の 漢文 學が 尊重 せられて ゐ たかが 十分 知れる ので ある。 

斯の 如き 奈良 朝から 平安朝 初期に かけての 支那 文化 心醉の 世相 は、 勢 ひ 從來の 文 學卽ち 和歌 を 顧みない やうに なし 

つ .MQ つたこと も 亦 自然の 理 であらう。 そして 平安朝 初期から 淸和 天皇の 御代 以前までの 時代 は 完全に 國風を 追 ひや 

つてし まった。 古今 和歌 集の 序文に、 

今の 世の中 色に つき 人の 心 花に なりに ける よりあ だなる 歌 はかなき 言の み 出で くれば 色好みの 家に うもれ 木の 人 

知れぬ ことと なり てまめなる ところに は 花す、 き ほに いだすべき ことに も あらすな りに たり その はじめ を へ ば 

か \ る ベく なんあらぬ 古の 世々 の 帝 春の 花の 朝 秋の 月の 夜毎に さぶ らふ 人々 を 召して ことにつ けつ M 歌 をた てま 

つらし め 給 ふ 


と 記して ゐ るので 見る と ■ 世の中の 人の 心が 浮華に なった ので、 歌 もさう した ものに なり、 從 つて 好色家り^ こかく 

れ、 眞 面目な 座席に は 出られ なくなつ たとい ふやう になる が、 事實 はさう でなくて 詩文に その 地位 を 奪 は. -た 0 であ 

る。 之を國 風暗黑 時代と 云 ふ。 

この 時、 男子の 世界と 女子の 世界と は 各. - の 文舉を 異にして しまった。 男子 は 漢文 學で あるから、 漢語 を^ ひて 詩 

文 を 綴り、 女子 は 國文學 であるから、 國語を 用 ひて 和歌 を 詠んだ。 勿論 これに は 例外 も ある。 詩文の 世界に 間々 女流 

の 名が 見られる の も事實 である。 併し 何事に でも 例外 は ある もの だし、 極度に 隆盛で あつたが 爲 に- それに 惹 かれた 

人々 も 交る とも 言へ ない こと はない。 奈良 朝で は， 有名な 光明 皇后が あらせられ、 平安朝で は、 嵯哦 天皇の 皇女 有智 

子內 親王 • 姬大伴 氏 • 惟 氏 • 尼 和 氏が 數 へ られる 漢擧界 の 人々 である。 後れて は 淸紫ー 一女が ある。 この 中で も、 有智 

子內 親王 は 古今 無雙の 詩才と 賞讃 せられ 給 ふ 方で ある。 

併し 一 般 として は 女子 は 和歌に 閉ぢ こもり、 男子 は 詩文に 耽って ゐた。 さう して 國風 復與期 以後に なっても、 女子 

に は漢擧 は必耍 がない とさへ 考 へられて ゐ たやう である。  . 、 

男子の 教育に は、 

凡 成長 頗知 物情 之 時 朝讀書 傳次舉 手跡 其 後 許 諸遊戲  - 

と九條 殿遣誡 にも あるが 如く、 漢學が 第 一 に擧 げられ る 時に、 女子の 方で は、 

村 上の 御 時宣耀 殿の 女御と 聞え ける は 小 一 條 左大臣の 御 女に おはし まし (巾 略) まだ 姬君 にお はしける 時父大 HS の 

敎へ 聞え させ 給 ひける は 一 に は 御手 を 習 ひ 給へ 次に は 琴の 御 こと をい かで 人に 彈き まさらん とお ぼせ さて 古今の 

n 本文 耷史 


27  - 


歌 一 一十 卷を皆 うかべさせ 給 はん を御舉 問に はせ させ 給 へ となん 閱 えさせ 給 ひける ハ枕册 子) 

と ある やうな もので、 漢攀 のこと は 無く、 全部 趣味の 敎 育であった。 更に 叉， 紫 式部が、 

書 ども わざとお きかさね し 人 (夫ノ 宣孝ノ コト) も 侍らすな りに し 後手 觸る、 人 もこと になし それら を つれぐ せ 

めて 餘り ぬる 時 一 つ 二つ 引き出で て 見 侍る を 女房 集りて お前 はかくお はすれば 御幸 は少 きなりな で ふ 女が 眞 字書 

は讀む 昔は經 よむ だに 人 は 制しき としり ごちい ふ を 

と 日記に 書いて ゐ るの を 讀 むと.、 女子が 漢學 卽ち學 問す る ことに 對 して 迷信 さへ あった ことが わかる。 式部 は その後 

に 於て 一 笑に 附 して はゐる けれど、 叉 別に 源氏物語 帚 木の 卷に、 

三 史五經 の 道々 しき かた を 明かに 覺り あかさむ こそ あいぎ やうな からめな どか は 女と いはむ からに 世に ある こと 

のお ほやけ 私に つけて むげに 知らす 至らす しも あらん わざとなら ひまな ばね ども 少しも かど あらん 人の 耳に も 目 

にもと まること 自然に 多 かるべし さる ま \ には眞 字 を 走り書きて さる まじき どち の 女 文に 半 過ぎて 書きす くめた 

る あなうた てこの 人の た を やかなら まし かばと 見 ゆかし 

とあって、 漢字の 使 m を餘り 快く は 思って ゐ ないやう に 見える。 叉 式部の 日記に 「さばかり さかし だち 眞字 かきちら 

して 傳 はる ほど もよ く 見れば まだいと た へぬ こと 多 かり」 と 批評 せられた 淸少納 言 も、 

睛 省の 花の 時 錦 帳の もとと 書きて 末 はいかに くと ある を 如何 はすべ からん 御前のお はし まさば 御覽ぜ さすべ き 

を これが 末 知り 顏に たどくし き眞 字に 書きた らん も 見ぐ るし など (枕册 子) 

と 漢字 使用て 氣を もんで ゐる ほどで ある 0 漢字 使用 を 跪る 點か らも 當 時の 女子の 漢 摹に對 する 闢 係が 職へ ると 思 ふ。 


かう して 漢字 • 漢文に 緣遠 くな つて 居た 女子が、 一詩 文 こそ 工夫す る ことはなかった けれども、 男との 交渉に 於て は 

和歌の 爲に うきみ を やつした のであった。 

西宫 記が 引用して ゐる村 上 天皇の 御 日記の 天 德四年 三月の 條に淸 涼 殿に 於け る 歌合の 催しの 記事が 拜 讀出來 るが、 

その 中に、 

去年 秋 八月 殿上 侍臣 鬪詩合 時、 典侍 命 婦等相 語 云、 男已鬪 文章、 女宜合 和歌 

と 書き 給うた こと は、 參考 になり はしまい か。 

ついでに 男子の 世界に 於け る 漢學の 勢力 を大 鏡に 出て ゐる話 一 つに 取れば 知悉す るで あらう と S で 4。 卽ち大 井川， S 

遊の 際、 藤 原 公任が、 「を ぐら 山 あらしの 風の 寒ければ」 の 和歌 を 詠んで 後に、 「作文の 舟に ぞ乘 るべ かりけ る。 さて、 

かば かりの 詩 を 作りたら まし かば、 名の あがらむ こと も 勝りな まし。 くち をし かりけ る わざ かな。」 と 言った とい ふ 記 

事で ある。 もはや これ 以上 は 蛇足 かも 知れない が、 もう 一 つ 許して もら はう。 

後 一 條 天皇の 治安 元年 十月、 御堂 關白道 長が 高野山に 參詣 した 時の 日記で、 修理 權大夫 源 長 經が敕 命に 依って 書い 

たものに、 

(前略) 岫下 有- 1 方丈 之窒 f 謂- 1 之 仙 房 1默| 龍 一 病菅 丞相 都 良 香之眞 跡、 書， 1 于兩扉 f 如 二 白玉 之；？ 11、 似- 1 紅 錦 之 

在 1. 機、 各 詠 >1 妙 句 f 徘徊 難レ 去、 前 總州刺 史孝標 者、 菅家 末葉 也、 雖 折 桂 之 身 r 敢非 i 花之才 I  i 队 

之 文 r  書， 1 神 筆 之 上 f 惡， i 其 無， くむ、 消以， 1 壁 粉 f 其 外 儒 胤成 業 之 者， 叉竝 M 拙 草？ 衆人 嘲レ 之。 

と ある。 孝標 はかの 更科 日記の 著者の 父で ある。 少し 注 を 施す と、 


一 一 、 誤って —— 假名 文で 書いて ゐる。 

壁 粉 を 以て 消した 理由 は 

一二、 泰 くも 11 神 筆の 上に 書いて ゐる。 

とい ふこと になる。 男子が 假名 文 —— 假名で 書く とい ふこと —— を兑 下げて ゐ た證據 である。 

併し 婦人の 有する 唯一 の 文擧が 復興の 魁と なった と 同時に、 文 學界に 於け る 婦人の 地位が 高 上して、 彼此 s とな 

り、 果 となって、 和歌の 價 値が 次第に 認められて 來 たこと は 注目に 他す る。 

さう した 時代に 國 文の 文 學 作品が 現れる とすれば、 5^ 勢 物語の やうな 和歌 を本體 とした もの、 和歌の 小 序 を 展開し 

たもので あってよ ぃ暂 である。 かう いふ 物が 國語文 擧發展 の 第一 期の 作品で あってい k やうに 2 心へ るが、 事實は その 

第一 一期に 屬 する やうな 作意 ある 小 說の竹 取 物語が 第 一 期に 出て ゐる。 これ は 一 面 理解し にくい ことなので、 或 人達 は 

竹 取 は元來 漢文であった のが、 後に 假名 文に 翻譯 せられた の だら うとい ふやうな こと さ へ 言つ て ゐ るぐ らゐ である。 

これらの 作品が 王朝 文 舉の祖 であって、 未だ その 前に 假名 書きの 物語 は 出て ゐな いので あるから、 後に 見る 文章語 

とい ふやうな 特殊の 言葉が 作られる 機會 はなかった であらう し、 從っ て その 用語 は 當然當 時の 口語 であった 普で あ 

る。 けれども それらの 口語 は、 巳に 消息文に 於て 十分 洗練 せられて ゐ たと 考 へられる。 枕 冊子に、 

わろ きもの は詞の 文字 あやしく 使 ひたる こそ あれ、 唯 文字 一 つに あやしく も あてに もい やしく もなる はいかなる 

にか あらむ ハ 中略) まして 文 を 書きて はいふべき にも あらす、 物語 こそ あしう 書きな ど すれば、 いひが ひなく つく 

り 人 さ へ いと はしけれ。 

と ある。 こ- -に 文字と あるの は S 語と いふ ことで ある。 源氏物語の 雨 夜の 品定めの 中に も • 


わ 力 や 力なる ほどのお のが じ.. は、 塵 もっか じと 身 を もてなし、 文 を 書け ど、 おほどかに 言 題り をし、 

と ある。 これ は 王朝 時代 盛時に 書かれた ものであるが、 この 人情が、 靈蒔 代に 存在し なかった わけ もない ので ある 

し、 殊に 和歌と 共に 戀の 言葉 を 載せて 往來 した 消息文に 於て は、 和歌 を 詠む ほどの 工夫 は 積まれた であらう から、 そ 

の 間に 用語の 彫琉は 施された に 違 ひない。 

消息文 は、 問題が 單純 であり、 相互 間の 理解の 容易な こと を 普通と する から、 事情が 最も 對 話の 場合と 似て ゐる。 

かう したわけ で、 その 用語 様式が 最も 對 話の 場合の 口語の 姿に 似て ゐ るので ある。 

叉 折 口 信 夫 博士の 說をも 借りて 言へば、 王朝 前期の 宮廷 奉仕の 女性の 一 つの 職掌 は、 主上の 御 命令 を その ま 、傅 

達する ことで、 元は 口で 傳へ たもの を 後に 筆記した ので あるが、 未だ 口頭 傳 承から 脫化 しきらない 頃で あるから、 こ 

の 女性の 書いた 文章 は 口語と 殆ど 同 一 であった らうと も考 へられる ので ある。 さう して こ. 1 にも 假名 書きの 練習 時代 

力あった ことで あらう 0 

以上の やうな 有様で ある 上に， 當 時の 女性に は 正式な 擧 問の 素養 はない の だから、 實用的 以外に 遊戯的に 文字 を 使 

用す る ことはなかった。 擧問 ある 男子 は 相互の 音信 は 東 鏡體か 漢文で なし、 女子 を 離れて 假名 文 を 草す る 場合 はな か 

つたので ある。 故に 女子 中心に 洗練せられ たもの \、 飽くまで 話 語の 洗練であって、 話 語と 文章語との 分離で はない 

ので ある。 

暗黑 時代の もの、 覺醒期 初期の もの 共に 消息文の 資料 は存 しないの であるが、 竹 取 物語 を 源氏物語に 物語の 視 とい 

つて ゐ るのに 從 へば、 今の 我々 にと つて は、 


a 本文 章 

ふ み を 書 き - お き て ま か ら むこ ひし か ら む を り /  、とりい で て 給へ とて う ち な きて 書く こ とば は 

かへ すが へす ほいな くこ そお ぼえ 侍れぬ ぎお く 衣 を かたみと 見 給へ 月の いでたら む 夜 は 見お こせ 給へ 見す てま 

つり てまから む签 より もお ちぬべ きこ k ちす る 

と 書きお く 

の 消息文 も 何ら かの 參考 になる。 時代 は 少し 下る が、 落 窪 物語に 一 例 を とれば、 

い で や 降る ともとい ふこと も ある を いとうとう としき 御 心 ざまに こそ あめれ さらにき こ えさす ベ きに も あらす 御 

みづ から は 何の 心ち のよ きに か來ん とだに ある ぞか k る あやまちし いでて か 、る やう あり やさても 世の 人 は 今宵 

來 ざらん とかい ふなる をお はし まさ ざらん よ 

の&く あり、 對 話の 文と 比較す るた めに、 もう 一 つ 同じ 物語から 例 を 引かう。 

きの ふ 越 前 守して きこえし 御 消息 は 申され けんや 御い とま あらば 今日 必 すたち よらせ 給 へ 聞え さすべき こと あり 

r 肖 き 

ほどなく いと ほしく ぞ 侍らむ かし さ 侍れ ど あやにくなる 雨 はいか ビは せむ 心のお こたり ならば こそ あらめ さる は 

文 を だに ものせ させ 給へ (對 話) 

對 話の 文と 消息の 文と 如何に 近い 形で あるか を 知る であらう。 叉、 

御文 御覽 じつれ ど、 まめ やかに 苦しげ なるみけ しきに てな む。 御 返事 も。 さていと 長げ に はな どか。 いつの 程に 

か はみ じか さも 見え 耠 はむ。 また 賴 もし ぜ なくと も. うしろや すくの たま ふらむ。 物語 ノ 消息文) 
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の 如き を 見る 時、 先の 對 話の 文と 同様に 如何に 主 Irs や 述語な どの 大膽な 省略が なされて ゐ るかが わかる ので ある。 一 

つ は， 時代の 趣味で も あらう し、 和歌の 影響 も あるか 知れない が、 その 練習 時代が^ 略に 便利な 事情に 置かれて ゐる消 

息 文であった とい ふこと にも 歸 する であらう と 3 心 ふ。 

かう して 文章の 修養が 積まれ、 口語 も 洗練 せられて、 文章語のに ほひ を 僅かながら も 加へ つ.^ lat. 作品 を^り 出す 

だけの 準備 は 著々 と 進められて、 その 時機 を娱 つば かりにな つたので ある。 

さう して 現れた の は、 土 佐 日記 • 伊勢 御 日記 • 蟒蛉 日記の 如き 11 日記と は 云 ふ もの  多分に 物語 味を帶 びた もの 

が 多い が 11 ものであった。 

本朝 書籍 目錄の 假名 部に 見える 醍翻 天皇の 皇后 藤原穩 子の 御 日記、 一 名大 后 御 記、 大な ：！ 日記 • 天 暦 母后 日記と 呼ば 

れる眞 の 假名 書きの 日記 も 現れた ので ある。 

文擧が 文字 を 異にする 時 は、 やはり その 文字に 就いても 一 應の 考察 を 加へ る ことが、 その 文舉の 理解 を 一 暦 深める 

であらう 0 

奈良朝 時代の 散文 は 漢字で 書かれた が、 平安朝 時代で は 別に 新しく 平 假名で 書かれた 一 體が 現れた。 そこで 國 文の 

散文 文學の 展開に 就いては この 文字の ことに も 少し 觸れ ねばならな いので ある。 

紀貫 之の 土 佐 日記に、 安倍 仲麻呂 が、 唐で、 「靑 海原 ふり さけ みれば 春 日なる 三 笠の 山に 出で し 月 かも」 と 詠んだ こ 

と を 書いて、 「かの 國 人聞き 知る まじく おほえ たれば ことの 心 を 男文字に 様 を 書き出し てこ の 一 I 一一 口 葉 傅へ たる 人に 言 

n 本 文^史 


ひ 知らせければ」 と ある。 この 男文字と 云 ふの は 明かに 漢字で ある. - それに 對 する 言 紫と し て 女文字と いふの が あつ 

てよ いわけで ある。 然るに あ ひにく 土 佐 日記と 同じ 頃の ものに は その 貢 葉の 使用例 を 知らないの であるが、 宇津 保 物 

語 や 源氏物語に は 「女手」 として 見える。 男 • 女と 言 ひ 別けてあって も、 絶對に 一 一 者 相 犯す ことがなかった と 云 ふので 

もない けれど、 一般と して さう いふ 區^ にあった。 

併し、 假名の 全部 を 女手と 稱 したので はない。 宇津 保 物語 (國 讓卷) に、 

か、 る ほどに 右大將 殿より とて 手本 i! 卷 いろ/、  Q 色紙に 書きて、 (屮 略) 黄ばみた る 色紙に 書きて 山吹に つけた 

る はし (眞) の 手、 春の 詩。 靑き 色紙に 書きて 松に つけたる はさう (草) にて、 夏の 詩。 赤き 色紙に 書きて 卯の花に 

つけたる はかな、 はじめに は にても 女 にても あらす、 あめつち、 その 次に 男手 はなち 書きに 書きて、 じ 文字 

を さまぐ に變 へて 書け り。  . 

と ある。 文中、 养 夏の 詩が 書いて あるの は 漢字で あり、 それが 露 (揩) と 草と になって ゐ るので ある。 そして、 この 文 

に據れ ば、 「かな」 が 「男 にても あらす 女 にても あらぬ 手」 と 「男手の はなち 書き」 とに 書き 別けて ある こ と を 首つ てゐ 

る 3 次に 又 この 文面から は、 

男手、 女手、 男 にても あら ャ女 にても おらぬ 手 

の 三種の 假名が ある こと を 物語って ゐる。 

一、 男手 こ にい ふ 男手 は 土 伎 曰 記の 場合と は 違って 來てゐ る。 八 r は 假名の 一 種で ある。 而も 男と いふ 文字から 

想像す る 時、 漢字の 姿 を 持った 萬 葉 假名で なければ ならない。 はなちが きと は 一 字 一字 切って 書いた ので、 續け 書き 


でない とい ふ 意味で ある。 

二、 女手 と は 假名の 中で 最も 書き 頹 された 極 草の： 牛 假名で ある。 原 字の 面影 をす つかり 脫 出して、 日本 文字と し 

て 見られる 體 である。 卽ち 普通に 平 假名と 呼んで ゐる ものである。 

三、 男 にても 女 にても あらぬ 乎 と は 萬 葉 假名と 平 假名との 中間に 位する ー體 で、 つまり 萬 葉 假名より は： て を 

り、 平 假名 ほどに は 類れ てゐ ない 程度の 文字で、 漢字の 草體に 近く 顏 された 假名で ある。 これ は 別に 「さう」 とも 呼ば 

れてゐ た。 現存 中の 古跡に 例 を 求めれば、 秋 萩 帖ゃ賀 歌 切が あり、 俊赖 筆と 稱 せられて ゐる 三十 六 歌仙の 拓本 も 之で 

ある。 この 歌仙の 原物 如何 を 知らないが、. 模本に よって 作られた もので、 字體も 大部 校し くづ して ある やうに 2 心 へ る。 

王朝 時代に 書かれた 現存 假名 文書の 最古の もの は、 北白川{:^家御所藏の貞觀九年一 一月 十六 日圓珍 所^ 讚岐國 戶籍謄 

本で ある。 貪觀 年中 は覺醒 期の 第一 年で ある。 この 文書に m ひられて ゐる 大屬有 年の 筆跡 は、 假名と して は 行の 手で 

あって、 女手と 云 ふのに は 原 字卽ち 漢字に 近す ぎる。 が、 この 文字 を兒 ただけ で、 當時 まだ 女手の 發 達が 無かった と 

定める こと は 早計で なから うか。 何故ならば、 當時 とても、 婦人 はもつ と遙 かに 大膽 に、 自， E に、 攀 に 任せ、 趣味に 

住せて 書き 類した であらう と ？ へられる からで ある。 漢字 を 漢字と して 川 ひる 機會は 無かった ので あるから、 原 字 を 

顧慮し、 原形に 拘泥す る 理由が 存 しないの である。 かくて 私 は、 女手 卽ち平 假名の 完成 者 は 婦人であった らうと おへ 

てゐ る。 

紀貫之 自筆の 土 _ ^日記の 一部 を 藤原定 家が 臨 摸した と傳 へられて ゐる ものが 前 m 侯爵 家に 傅 はって ゐ る。 そのお 家 

の 見た とい ふ 原本が 貫 之の 自攀 として まちが ひない もの かどう か は、 今日 知る 術 も 無い が、 假名 遣の 上から 判斷 すれ 


ば. 貫 之 時代の 筆で ある こと を 否定す るに 足る 事實は 何も 兒 出されない。 さう して この 文 宇 は 女手に 屬 する。 叉 假名 

遣 の 上 か ら見 て 貫 之 時代 ま で 上らせる ことの 出來る もの は 傳貫之 筆 の 寸松 色紙 一 つで ある。 やにり 立派な 女手で あ 

る。 かう して 實物 によって 女手の 發 達の 時期が 想像つ くので ある。 

叉、 女手の 發達は 別の 方面から も^はれ る。 

古今 集の 序に、 當 時の 手 習の 歌と し て 「難， 波津 に^く や こ の 花」 と 「淺香 山 影 さへ 見 ゆる」 との 二つの あった ことが 見 

える が、 これ は 勿論 習字 手本で ある。 ところで、 今兩 歌に 就いて 假名 を 調べる と、 重複して ゐる もの を 除いて 合計 二 

十七 字し かない。 當 時の國 語の 標準 音 は 滞 音 を 除いて 四十 八 音であった から、 右の 二 首の 歌で 習った だけで は、 國語 

を寫す こと も出來 ない とい ふこと になる。 從 つて^の 手本 を 以て 不足の 文字 を 補 はねば ならない。 その 補 ひの 手本が 

「いろは 歌」 や 「天地の 詞」 である。 卽ち、 國 語を寫 すのに 必耍な 假名の 字形と 運筆と を 習 ふ爲の ものが、 いろは 歌の 類 

であり、 それより 稍. - 進んで 和歌 や 文章 を 寫し叉 自ら も 進んで 書く 爲の 文字の 續け ざま を 習 ふの が 難 波 津ゃ淺 香 山で 

あつたの である。 この 續け 書きの 乎 本が 出た こと は發生 史的に 兑て 女手の 發達を 語って ゐ るので ある。 而も この 二 歌 

が 手本と して 用 ひられ はじめた の は、 古今 集の 序によ つて、 その ま k 古今 時代と 定めて しま ふこと は 出来ない ので あ 

つて、 それよりも 相當 以前からの 風習であった と考 へられる ので あるから、 女手の 發達は 古今 集の 出 來た延 喜 五 年よ 

り もも つ と 古 い 所まで 溯ら せる ことが 可能で あると 思 ふ。 

再び 宇津 保 物語に 還らう。 

この 物語 は 成立 年代 を 明かに しない。 諸說は ともあれ、 自分 は、 それが 原形の 儘と は 信じられな いもの」、 現お の 


は 源氏物語より 前の ものと 考 へて ゐる。 その 宇津 保 物語 時代に 女手の 發 達して ゐた の は事實 であるから、 それなら 

ば、 數十年 前の 貫 之 時代に 女手が 未だ 發 達して ゐ なかった と斷定 しなければ ならぬ 理由 もないで あらう。 養に 於て 寫 

生 派 を 完成した と 言ひ傳 へられる 巨 勢 金 岡 は淸和 天皇より 醍醐 天皇まで 五 朝に 歴 事して、 ちゃう ど國風 復興 期から 完 

成 期まで 居た 人で、 貫 之よりも 前の 人で ある。 その 畫 風が どこまで 獨創 的で- 唐 畫の型 を 離れて ゐ たかは わからない 

が， 當 時の 思潮から 推して、 この 傳は或 程度 信が 置け ると 思 ふ。 文字に あっても、 この 時代に 於て、 支那 傳來の 草書 

から に 一 歩 進んで、 女手と 呼ばれた 國 字が 創出せられ たと 考 へる こと は- 無理な ことで も あるまい。 

平 假名の 出現が 王朝 文擧の 展開 を 滑に したと いふ こと は 今更ら しく 書きた てるに も 及ぶまい。 平 假名と 王朝 文舉と 

は先づ かう して 離れる ことの 出 來ぬ關 係 を 以て 結びついて ゐる。 その 平 假名の 創始者 であり、 使用者で あ つた もの 

力 婦人で あつたと いふ ことに 想 ひ 到ったならば、 婦人と 王朝 文學の 用語との 間に 必然的に 交涉 があった こと も肯け 

るので ある。 加 茂 露 淵 は 「山背 國 はた を やめの 國 にして、 丈夫 もた を やめ を 習 ひぬ。 かれ 古今 集の 歌 は 専らた を やめ 

の 姿な り。」 (新擧 び) と 謂った。 丈夫の 姿で ある 萬 葉 調は國 風暗黑 時代に 婦人の 手に 育てられた 爲に、 た を やめの 姿 

に變 つてし まった。 然るに、 その ー變 したた を やめの 姿で 覺醒 期の 歌人ら の 眼の 前に 範 示せられ た。 さて 六 歌仙 時代 

の 歌と なり、 fn 今時 代の 歌と なった ので ある。 

Br, もすな る 日記と いふ もの を 女 もして みん とてす るな りと 書き出された 土 佐 日記の 用語 は、 論まで もな く 婦人の 言 

葉であった 害で ある。 土 佐 日記に 限る こと はない • 平 假名— 女手で 書かれた 文擧 は、 少く とも その 初の 時代に 於て 

は 土 佐 日記の 作 i|<? が 選んだ と 同様な 道 を 歩まう とした もので あらう。 閽黑 時代に 人の 世界 戀の 世界で 養 は， た 和 


歌 を 模範と して 古今 集 時代 を 現ぜし めた 復輿 期の 作者 は、 同じ 婦人の 世界 戀の 世界で 洗練 せられた 消息文の いろ/、 

を 學び傳 へ て、 王朝 文學を 展開せ しめたと 推斷 しょうと する ことに 矛盾が ある だら うか。 王朝 文學の 傑作が $1: 婦人の 

手で 書かれた とい ふこと も、 かう 考 へて 來る ことに 由って 始めて 自然な 說 明が 與 へられる やうに 思 ふ。 _s し、 婦人の 

もの は 婦人に よって 成し遂げられる のが 當然 だと 思 はれる からで ある。 かくて 王朝 文舉の 語脈 は 婦人の それであった 

と考 へる。 女官 を 中心とした 宮廷 語と 言った 方が もっと 適切で あるか もしれ ぬ。 よしや 作家 は 男子で あっても、 筆の 

運び は 洗練せられ たこの 宮廷 語へ 宮廷 語へ と 向けられた であらう" 

野 守 鏡に こんな 話が 見える。 「藤 原 保 昌歌を うら やみて 『早朝お きて そ 見つ る 梅花 を 夜陰 大風 不審 不審よ』 とよみた 

りけ る、 和 泉 式部き 、 て 歌詞 はかく こそよ めと て 『朝 またき おきて そ 見つ る 梅の 花よ のまの 風のう しろめた さに』 とや 

はらげ たりけ る 同じ 心と も覺 えす おもしろく 聞 ゆる」 と。 話の 眞偽 はと も か くも 男子 の 用語に 漢語 乃至 は 字音 語が 交 

りが ちであった こと は 確かで あらう。 早朝 丄仪陰 • 不審 は 何れも 男子の 通常 語であった であらう。 婦人と 雖も、 時に 

は 使 ひもした であらう が、 漢文に 親しみ 東 鏡體の 文章に 慣らされた 男子の 筆が、 若し 何ら 顧慮す ると ころな しに 自分 

の路を 走ったならば、 その 文章に 漢文 臭味の ほのめき 漢語の 混入 を ：13- るの は當然 すぎる ほど 當然な 結果であった であ 

らう。 その 例と して 二種の 文學を 引用す る。 

. 俊薩 ふし をが みて 曰く、 日本より 山を尋 ぬる 大 いなる 心ば へ はち \は \ が 愛子と して 一 生に ひとり 子な り、 親の 

かへ りみ の 厚く 慈悲の 深 かりし をす てて、 國 王の 仰せの かしこ かりし によりて 渡れり、 その 父母 紅の 淚を 流して 

宣 はく、 汝 不孝の 子なら ば 親に 長き 嘆 あらせよ、 孝の 子なら ば あさき 思 ひの あさき にあ ひむ かへ と宣 ひき、 さる 


を 俊 蔭 あたの 風大 いなる 波に あ ひて、 多くの 楚を 滅ぼして、 一人 知らぬ 世界に 漂 ひて 年久しく なりぬ、 しか あれ 

ば 不孝の 子な り、 (宇津 保 物語、 俊 it 卷) 

其 時 II、 守 ノ郞等 散 位 伯 ノ經範 ハ相模 國ノ人 也、 守專 一一 此ヲ憑 メリ、 軍 破 レケル 時 一一、 經範圍 ミ漏サ レテ、 ^ 

-1 出テ、 守 ノ行ケ ル方ヲ 不知、 散 タル 者 一一 問 一一 . 答テ 云ク、 守ハ 敵ノ爲 11 圍 マレ テ 從兵不 幾、 此レヲ m 心フ I！ 定メ 

テ脫 レム 事 難 シト、 經範カ 云ク、 我レ守 一一 仕へ テ 三十^、 旣老 I 一至 ル、 守 亦 若キ程 一一 不在 ラ、 今 限ノ剋 一一 及テ何 

ソ同ク 不死 ラム ト、 其 隨兵兩 三騎亦 云ク、 君旣 一一 守ト共 一一 死 ナム トテ、 敵ノ陣  一！ 入ヌ、 我等-: 一 二 獨リ生 カム ト云 

テ、 共 一一 敵 ノ陣！ 一入 テ戰フ 一一、 十 餘人ヲ 射殺 シテ、 其 等 モ敵ノ 前 一一 シテ被 殺ヌ、 (今昔 物語、 源賴義 朝臣 罸 安倍 a: 任 

等) 

宇津 保 物語の 時代に 就いては 前に 述べた。 今昔 物語 は源隆 國 の 著述と 傳へ られて ゐ るが、 確證 とて は 

ない。 併し 王朝 末期に 屬 する 作物で あり、 男子の if である こと は 疑 ひなから う。 

古今 著 聞 集に、 

人の めすに は 男 はよ とまう し、 女 は をと まう す、 

と あり、 鎌 倉 初期の ものと 推定 せられて ゐる r 奈與竹 物語」 に は、 帝よりの 御 召に 應 じて 女が 返事に た 1 字 「を」 とだ 

け 書いた とい ふ 記事が あって、 彼此 併せて 見る と 面白い ので ある。 それ は それと して、 男女の 言葉 を はっきり 敎 へて 

くれる 村 料 は 見當ら ない ので あるが、 淸原 家の 毛 詩抄 ||£ に 

嫁ハ內 言ソ、 女 ノ詞ッ 力 ヒソ、 外 言ト云 ハ男ノ 詞ソ、 男ハ. 祝 着  一！ ソ 2 ナト 云へ ハ女 ハヲ ウレ シゥソ n ナト云 ト！^ 


と ある やうに， 男子の 用語に は、 漢文 口調の 紛れ こみが ちで あらう こと は、 容易に 想像せられ る。 なほ、 東 鏡 體の文 

章が 假名 交り 文に 書かれたならば、 右に 引いた 物語の やうになる であらう とい ふこと は、 

日 前 宮事自 入道 殴 頭 中 將許如 此遣仰 了 返く 神妙 候 頭 中將御 返事 書う つして 令 進 候 入道 殿 安藝 一 宮 より 御 下向 之 

後 可 進 之 由 沙汰 人 申 候へ ハ本を は 留候了 彼設他 庄-ー ハ ふき 被 切へ きょし 以外 沙汰 候歟是 大師 明 神 令 相 搆御事 欺 入 

道 殿御 料-一 百万 反 尊 勝 タラ 尼 一 山-一可 令誦御 何事 又く 申 候へ し 蓮花乘 院柱繪 沙汰 能々 可 候 住 京 聊存事 候て 于今 

御山 へ遲々 仕 候 也 能々 可 御 祈請 候 長 日 談義 能々 可 被 入御 心 候 也 謹言 (1 冊 f 數豁) 

と あるの など を 見るならば、 これ は 手紙の 文で あるが、 「候」 「了」 などの 語 を 除いて 見れば、 多 曾を耍 しないで あら 

う。 何分に も 資料が 少 くて 男女 兩語を 例によって 識別す る こと はむ つかしい が、 以上 述べ 來 つたと ころで も ほ^その 

文章 用語の 性質に 對 する 兑當 はっかう と 思 ふ。 王朝 文學の 行文 中に 敬語の 頻 用せられ てゐ るの も. 一 つ は 堂上 文舉で 

あると 云 ふ點も あらう けれども、 また 女流の 言葉で あり、 消息文に よつ て 培 はれた 言 薬であった とい ふこと も考へ て 

みなければ ならぬ 事實 だと 思 ふ。 

發 達の 歷史 から 考 へて、 王朝 文舉の 用語 は、 中期 頃まで は、 洗練 せられた 女流 口語 脈であった と考 へる。 當時國 語 

に 雅俗の 識別が あった こと は 源 順の 倭 名 類聚 鈔 によって 知られる つ 例へば、 

rJM- ビム己 11、 和 太禾毛 禾今按 

渡 子 口 本き 私記 云 俗 云 和 太 之 毛 利 


-会" 加 良 衣 比 俗 

Hi 飴せ： 云 m 疆比  . 

などで 明かな やうに、 顧 は 一 定の 方針に よって 雅俗 を. R 別して ゐる。 卽ち新；^！叫頹形は卑俗の言紫と考へ てゐ.たのでぁ 

る。 この 識^ は 彼の 獨創 とも 考 へられない。 少く とも、 創作に 筆 を 染める ほどの 人々 は、 同じ 方針に よって 選出 せら 

れた 口語 を、 時代 趣味の 調和の 流れに 溶かし こまう と 努力した であらう。 前に 引用した 枕 冊子の 文 こよっても、 物 

の 用語が 如何に 重大視せられ たかを 窺 ふこと が 出来よう。 鎌 倉の 初に 書かれた と考 へられる 無名 冊子の 物， 語 評 を兑て 

も， その 用語の 可否が 最初に 數 へて ある。 例へば、 第一に 源氏物語 を 批評す るに も、 

桐壺 にす ぎた る 卷ゃは 侍るべき、 いづれ の 御 時に かとうち はじめた るより、 源氏初元結のほどまでことばっ^,き 

有様 を 始め、 あはれ にかな しき こと 此卷 にこ もりて 侍る ぞ かし 

とい ひ、 第二に 狹衣 物語 を 批評す るに も、 

少年の 春 はとうち はじめた るより、 詞遣ひ 何となく 艷 にいみ じく 上手め かしくな ど あれ ど、 さして その ふしと と 

り 立て 、心に しむば かりの 所な どはいと 見えす、 

と ある。 こ、 に 「ことばつ^き 有様」 とい ひ 「詞遣 ひ」 といって あるの を、 十分に 味 ひかへ してみ たいと 忍 ふ。 この 文.： 

はた^ 單語 そのものの 良否に 就いて 語って ゐる もので はなく、 その 單 語の 使 ひ 方繽け 方に 就いての 評 であると 信す 

る。 和歌の 世界に 於て、 古今 集 萬 能 主義— 用語 も 題目 も、 古今 集- 少く とも 三代 猪 を出づ ベから すと いふ 主義が 行き 

つまった 時に、 源 俊 賴が當 時の 和歌の 諸問題 は 調子の 上に 歸結 する ことに 氣づ いて、 用語 も 畢竞繽 けがら によると 說 

日本 文 f;^ 史 
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破して、 そこに 新 活路 を 開拓した。 同じく 曾 葉の 續 けがら であっても、 散文と 和歌と 全く 同一 に 論す る こと は 出來な 

いが、 同時代の 所 生と して、 そこに 共通な 或 ものの あった こと は 認めて よから う. - 時代 趣味に 導かれた 時代 調が 散文 

の 上に も耍 求せられ てゐ た— 王朝 時代の やうに、 全 趣味の 調和 美が 人間 生活の 總てを 支配して ゐた 中の 存在に 對 して 

は、 必 すやこの 要求が 無ければ ならなかった と 信す るので ある。 

單 語の 選 擇は 固より 行 はれなければ ならなかった であらう。 然し、 それよりも 「詞 續き」 に は 一層 注意せられ たもの 

であらう。 が この こと は 源氏物語 以後に 於て 確 實に言 はれる のであって、 落 窪 物語 以前の 物語 は、 大體に 於て、 事件 

の 展開に 興味 を 持って 書かれて ゐて、 まだ 個性 描寫 とか 心 持の 表現と かいふ やうな ことに は、 殆ど 無關 心に 近い 態度 

で その 筆 は 運ばれて ゐる爲 に、 r 詞っビ き」 も 時代 調の 調和に 應 じる とい ふこと 以上に、 多く を 求める こと は 無かった 

であらう。 もっとも 物語の 祖 とい はれる 竹 取 物語で も、 車 持 皇子と 石 作 皇子と は、 同じく 皇子で ありながら も、 車 持 

皇子の 記述に は 敬語 を 用 ひ、 石 作 皇子の 記述に は 敬語 を m ひない とい ふ 程度に 於て * その 行 爲に對 する 作家の 感情 を 

用語の 上に 表 はして ゐ ると いふ 風な こと も 無いで はない が、 それ は 表現と 言 はれる 性質の もので はない。 

生きた 言葉から 生きた 感情 を 味 ははせ ようとす るの は、 昔 も 今 も 物語の 常で は あるが、 源氏物語 以後 表現と 描寫と 

が 望まれる やうに なって は、 一 曆生々 とした 刺戟 を 持って ゐる 新しい 言葉が 耍 求せられ たの は當然 である。 枕册 子に 

「こま 野の 物語」 は 何ば かり を かしき こ ともなく 言葉 も 古め き 見所 多から ね ど 

と あり、 無名 册子 にも、 

「莽宮の宣子」など令の世にとりて は古きもの侍れまことに詞遣ひなどは古めかしく歌などゎろく^5:れど 
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とい ひ、 また、 

「岩う つ 波」 など むげにた^ ありに 詞遺 ひも 古めかし けれど 

と 言って、 いづれ も msi の 古めかし いの を 難 じて ゐる など、 當 時の 請^の 聲が 十二分に るの 事實を 物語って ゐる。 か 

うして、 物語 類の 用語 は その 性質 上、 常に 刺戟の あざやかな 新 用， 語 を 求めつ、 あつたで あらう。 が、 源氏 物； が 出て 

後 は、 その 餘り にも 巧な 一 W 薬 遣 ひが、 讀書欲 を飽滿 せしめ、 渴 仰と 禮證 とに 我 を 忘れし めた 結 2^ として、 创作界 は 校 

倣 以外の 何物 を も 包む ことの 出来ない 狀態 になって しまった。 源氏物語 讚嘆の 聲は、 紫 式部 日記に 於け る 彼女 {3 らの 

筆に より、 更科 日記に 於け る 孝標の 女の 攀 により、 無名^ 子の 作者の 筆に より、 令 も 高 やかに 聞く ことが 出來 るので 

ある。 かう して、 源氏物語 以後の 物語 類の 用語 は、 日 を 追うて 口語 3^ から 遠ざかり、 いっとな く 固定した 文章語が 形 

成せられ てい つた やうに 思 はれる。 

物語 類 の 用語 が 何時 文章語 になり きった かとい ふこと を斷定 する だけの 资料は 調べ 出されて ゐ ない。 そこで、 ^だ 

不完全ながら、 「侍り」 とい ふ 敬 ffl 助動詞の 生活 を 探る ことによって、 幾分で も その 間の 消息 を 窺って みたい と 思 ふ。 

「恃 り」 とい ふ 敬 相 助動詞 は、 王朝 時代の 物語 類に 榮 えて、 その 末流の 室町 時代のお 伽 冊子に 至る まで W ひ續 けられ 

てゐ る. - 卽ち、 

祌無 2： に姬 君の 親しき 人々 數多 寄. "橥り 給 ひて 紅葉 合 あるべし と 定めさせ 給 ふ 明 H にもな り ぬれば 色 美しく 葉數 

多 あらん 紅葉 を 尋ね 侍る に 此の 玉 水 夜更けて うち 紛れ 出で …… (玉 水物 語) 

ゆめ/、 さやう のこと は 侍らす © き 身の めざましく 覺 えて (巾 略) 唯 美しから ん姬 君な どの 御 側に 侍り て 御せ； 1让 へ 

n 本文  一：： +史 
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申した く 侍るな り (同) 

の やうに も 使って ゐる. - けれども、 平家物語 時代に なると 婦人 は サム ロウと いふ 助動詞 を 用 ひて ゐて、 「侍り」 は、 も 

はや 口語 界には 存在して ゐ なかった やうで ある。 

では 「侍り」 はいつ 頃から 口語 界を 返いた であらう か。 

藤 原 佐理の 消息文に， 

若 彼 親 重 朝臣 箭侍 歟將稱 之 由 歟承重 命 將進返 之 由 執 申 也 返々 參申侍 若遂無 他箭重 案內耳 

と ある 俘， や、 行成の 權 記に、 

仍 今日 凶 會不參 入 明日 可 參侍抑 置 止 藤 者 此事未 得 其 意 若造 宮所事 S と 可 侍 5," 亦 有 何事 哉と こ 曾 〇 侍れ 

と ある. 侍. はハ ベリで あらう。 明衡ト f 紅喊幻 4 ザ "往来に は、 

白馬 之 節 舂間之 晴也巡 方 帶付廻 季可及 判官 儀 候 哉 欲 一 見 侍 

とい ふやう に、 候 I と， 侍と が 等しく 卑下 を 表 はす 助動詞と して 用 ひられて ゐ るつ 侍の 方が 多く 用 ひられて ゐ るが、 f 候 も 

かなり 澤山用 ひられて ゐる。 俘， を ハ ベ リ候， をサ フ ラフと 訓 ませた もので あらう か。 菅原是 善の 作と 傳 へられる 類聚 名 

i 少赏は 王朝 末期に^ 侶の 手 こ、 

で成 つ れものでぁらぅ に 

き 時 至 反 ハム ヘリ サフ ラフ ッ ，，，，、 音 後 マツ ゥカ、 フ 

P カフ マ タル ノソム シタ カフ .= ^サフ ラフ トキ ム カフ 

と 見えて ゐて、 俘， にサフ ラフと いふ 訓がぁ つたので あるから、 明 衡往來 の^も サ フ ラフと 訓 むので あるか も 知れぬ。 

が 明 衡往來 の 著者 藤 原 明衡は 後冷泉 天皇 治 藤 I 一年に 七十 八 歳で 亡くなった 人で、 源氏物語 時代の 「侍り」 全盛時代に 居 
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あはせ たんで あるから、 ハ ベリ を 用 ひたとす る ことに 不都合 はない。 從 つて 往来 中の 侍もハ ベリと 訓 ませる 爲に、 g 

と わ ざ /、文字 を異 にした と考 へた 方が 穩當 であらう。 

源氏物語に 於け る 侍，' 鎖兩 助動詞の m 例 を 兌る と、 「侍り」 は c;^ 用せられ て をり、 「候 ふ」 は 地の文に も對 話中に も W ひ 

られ てはゐ るが、 その 數は 極めて 少く、 全篇 を 通じて 五六の 用例 を數 へる だけで ある。 對話の 中で も 男女 共に 無いで 

はない が、 身分 ある 婦人 は 用 ひて ゐ ないやう である。 竹 取 物語 • 大和 物語 • 宇津 保 物語 . 落 窪 物語 • 枕 冊子な どの W 

^から 考 へ て も 「候 ふ」 は 男子に 多く 用 ひられた 言葉の やうで ある。 耍す るに 平安朝の 中期まで は 「侍り」 の榮 えた 時代 

で 枕 冊子に も 「こ もとに 侍る とい ふ 文字 を あらせば やと 開く ことこ そ 多 かれ」 と あるが、 これ は 召 にも 侍りと い 

ふ 言 紫 を兩ひ させたい と 世間で は 人が よ く 言 つて ゐる とい ふこと である〕 今 昔 物語 になる と、 二 語 は その 數 殆ど 相 半 

して ゐる。 一 つ はこの 物語が 男子の 乎に 成った からで あらう。 但し 狹衣 物語に あって は、 「候 ふ」 の 用途が 廣く なって 

來てゐ る。 なほ 物語 中の 翔 g 兩語に 就いては、 一 々例示して ゐて は餘り 長く もなら うから 今 は 省 しょうと m 心ん。 

次 に 藤 原賴長 の 臺記を 見る。 

久 安七 年 正月 九日 • 酉 時 參禪閣 御前、 仰 曰、 法皇 手書 只今 到來、 可 開 者、 卽 之 • 其狀 曰、 彼1^_^何比可仰下恃 

乎、 內々 次 可 被尋侍 事、 次 其 後 有様 兼 日 能 支度 可 候事歟 

禪 報奏、 明日 最吉、 早 被 宣下 之 由、 戌 時 法皇 復 手書、 曰、 承 了、 明日 可 仰 下 侍 也. 抑隨身 者、 忽 不可 沙汰 

歟、 如何、 先例 糙不覺 悟 侍者 也、 上 卿 何人 可 召 侍 哉、 §3 自此召 取て、 可 令參内 之 由、 存思給 者 也、 職 偏 令 沙汰 

者、 一 定妨可 出 來之由 承 事 等 侍 はや、 上 卿 右大臣 如何、 叉 次 之 人 にても 可 侍に や、 委可被 示 送 也、 先例不知給之^^ 

H 本文 史 
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也、 禮紙 曰、 且又 付 何度 之 例 可 致 沙汰 侍 ilr  閣報奏 曰、 長德 元年 承 保 二 年康和 元年 皆 吉例 候、 承 保 上卿經 信、 

■ 今 ニケ度 不分明、 只今 可 在 御定、 右大臣 何事 候 乎， 叉 可 被 問 外 記 候歟、 (後略) 

文中の 法皇と あるの は、 鳥 羽 法皇、 禪閤と あるの は 頼 長の 父忠資 である。 この 曰 記 中に も ぼと 倘、 と^ W して ある。 

而も、 法皇の 御 消息に 限って 俘， が S ひて あり、 他 は 凡て &、 である。 法皇の 御 消息に も 稀に は 飼が ある。 これでみ る 

と、 當 時！ ：- に 「侍り」 の 用途 は 非常に 局限 せられて 來 たやう で、 一 般には 「候 ふ」 が 行 はれた もので あらう と 思 はれる。 

ところが そ の 侍， も 間もなく^ ひ られ なくな つ た。 九條 公爵 家藏 後白河 天皇 御 消息 は、 

これらみ 候 ひぬ、 このうへ に はたれ か はと かく 申 候へ き、 なに こと もい かて か、 やうに さ ふら はむ に はおろ かに 

候へ き、 まいられた るお り は、 かま へても 巾 候 はんと こそお も ひ 候へ (後略) 

と あり、 仁 和 寺藏高 倉； 大皇御 消息 は、 

大法 無事 結願、 喜悅、 且者 今度 事、 此法所 致 之 山、 深 以^ 思 給 候 也、 加 之、 先 於三條 殿、 被 修此法 之 時、 靈驗殊 

1；3 之 上 今 又 如此、 無 所 謝 候、 諸事 期 面拜、 謹 1 目 

とあって、 何れも. 候專 用で ある。 その後の 窟翰 消息 類 は W 候の みが 用 ひられて ゐる。 勿論 皇族 以外の 人々 の 消息 類に 

「侍り」 の 用 ひて あるの は 一 通 も 兑當ら ぬ。 今賴 長と 同時代に 居た 人々 の 消息  一 二通 を引證 しょう。 

支度 遣 召 相 命 候 了  . 

夜間 今朝 只 同様に 御 之 由、 所 奉 見 候 也、 日 數漸積 御 天 御 無力 無 術 之 由 所 候 也、 御 占 各 靈御愼 御 祈 有 感應之 由 巾 候 

めれ は、 只 御 祈吉々 可 候 也、 隨カ 及、 致 沙汰 候と も、 摘 不足 S 心 給 候 也、 就中 今明泰 親御 占 增減可 候 之. S 申 候 也、 


以此 3In、 可 令 

奏給 恐々、 謹言 (土 御門 子爵 家 藏藤原 忠通狀 ) 

かしこまり てうけ たま はり 候ぬ、 けさ. m. 候 はんと W 心た まへ 候 ひて、 うか、 ひ 候 ひつる ほと にさし あ ふ 事と も 候つ 

るう へに、 けさ はい まく まのへ 御幸、 もの さは かしく 候つ る 時に 得 ゆ 候 はす、 ひん を もてい そき 中て 左右. = ^上 候 

へく 候、 それにと り 候て、 件の 吉 原の 鄕をは 兵衞尉 安より と 中 候 もの、 つけ 候に たま はりて 候け る 所 こ. て 候 也、 

よ ハ 文 そ をく はしく みたま へ 候へ は、 件 もの 、さたに 候、 それ は ゆ、 しく を ほ >r:^ 、もの にて、 このまと も、 そ 

の鄉 のうた へと もし 候へ は、 & 候 ま、 に、 御 廳官： ともを こそな され 候 めれ、 た、. & 候へ きか、 又お ほしめ し はか 

らふ 事 や 候と て、 きかせ まいらせ 候に 候、 かさねて いそき お ほせた ふへ く 候、 叉まい り 候 ひて 申 候/く 候、 謹言 

如上の 例文に よって この 問題 を かたづけ てし まふの は餘り 早す ぎる かも 知れぬ。 また、 明衡往 _ ^の やうな 消息文の 

規範 書まで も 出 來てゐ た ほどの 時代 だから、 消息文の 川 語 を 直に 口  IfS と 定める こと も出來 ないか も 知れぬ。 併し、 大 

凡に 「侍り」 の 衰滅して 行った 狀況を 窺 ふこと は出來 ようと 思 ふ。 かくて 「侍り」 は、 源平 時代までに は、 文章 一 g として 

和歌の 端 書 や 物語 類の 上に のみ 生 _1 ^する ことにな つてい つた やうで ある。 

而 して、 「侍り」 の 生涯 を やがて 物語 類の ffl 語の 生涯と 見做す こと は 無理で あらう か。 が、 かう した 助動詞の 類が n 

語で ある 場合に、 その 使用 せられて ゐる 文章 を 口語文で あると いふ ことに 異議 を 揷む人 は ある ま い。 今日の 文章に 於 

て も、 吾人が 文 口 兩語を 分別す る 目標 は、 語彙の 上で は 無く、 主として かう した 文法の 上に ある ので ある。 「名 は 花 

と 申します」 は 口語文であって、 「名 は 花と. ra. 候」 は 文語文で ある。 この 意味に 於て、 遲く とも 源平 il^ 代 後に 「侍り」 
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が 使 はれて ゐ たなら ば、 その. ズを 文語文と 認めて さしつ かへ あるまい と 忍 ふ。 

王朝 時代の 國風 復與機 蓮に 乘 じて 頓に 擡頭して 来た 口語文 學— 假名 專用體 —は、 特に 物語の 姿に おいて 花々 しい „^ 

開 を 見た ので あるが、 それ も 源氏物語に 至って 頂點に 達し * その後の 用語 はいつ となく 口語 界 から 遠ざかって 來 てし 

まった のであった。 つまり、 物語 文に 型が 出來 ると 同時に、 その 用語に も 型が 出来て，. 時と 共に 移り行く 口； 語に 追隨 

する ことが 出來 なくなった 爲に、 口語 界 から 離れない わけに いかなかった ので ある。 

さて 上述の 如く、 源氏物語が、 和歌に 於け る 古今 集の 如く、 衆 星 中の 明月と して 物語 類の 上に 君臨し、 途に その 用 

語の 固定 を來 した 結果、 その後の 物語 類の m 語 は、 話 語の 齎す やうな 生々 とした 魅力 は 失 はれ、 徒に 「侍り」 などの 有 

つ 古典的な 上品な 感じに 殘骸を 留めた 文章語の 羅列と なって しまったの であるが、 同時に これと は刖 系統の 文章が 發 

達して：.^ ヒ。 卽ち 和漢 混淆 文と 言 はれて ゐる ものである。 それ は 男子の 用語 を もとと し、 の 手に よってな さすん も 

ので、 前に 1( た 今昔 物語な ど は その はじめの ものである。 これに 美文 的 要素 を與 へ、 一 曆 漢文の 修辭を 加味し、 題 

材を 戰亂の 中に 取った ものが、 保 元 物語 • 平 治 物語 • 平家物語 • 源平 盛衰 記 更に 下って 南北朝時代の 太平 記な どの 所 

謂 軍記物語で、 これに 就いて 芳賀矢 一 博士 は 次の 如く 述べ て 居られる。 

軍記物語 は 其 8 に 於て よく 武士 Q1S 義節 41 流き 兩 方面 臭 現し、 相 錯綜して 全 S 美 I 成し 得た 

り。 文辭の 方面に 於ても 亦 之と 同じく、 漢文の 剛健なる 要素と 國 語の 優 麗 なる 性質と は、 相 混和して 全豹の 美 を 

作，， り。 漢文 は 促音 • 長音 • 濁音 等 多く、 單語 として 已に 音の 變 化に 富む。 平安朝の 物語に は 漢語 を 日本化せ し 


が、 その 分量 極めて 尠し。 試に 源氏物語の 桐 壺の卷 を 通算す るに kn 五十 餘の 漢， 語 を 含めり。 保 元 物語 は  一 丁に し 

て 尙叫十 以上に 及べり。 「重代 ノ」 r 歷 代ノ」 「不 家： 寶 ナル」 「奇怪 ノ」 r 一  定ノ」 「神妙 ノ」 の如キ 形容詞、 「人 洛ノ 

上」 r 晏駕ノ 後」 「下向 ノ路ス ガ ラ」 の 如き 動詞 • 處 • 問 • 上等 の 如き 副詞 的 接 繽詞、 「何 ゾ」 r? れ ャ 」 r 總 ジ テ 」 「就 

中」 「以 テノ外 一！」 「隨分 二」 「全ク 以テ」 の 如き 副詞 等、 Is の 性質 は 全く 平安朝の 物 i^i と は 一 變 せり。 「就 テハ」 

「於テ ハ」 「以 テハ」 の 如き は已に 助詞 とし て 用ゐら る。 平安朝の、 いと • いたう を 速 用し、 が • に • をの 接 續詞 

をのみ 用ゐ たる ものに 比して は、 - 音調の 上に 於て 一 般の强 味を覺 ゆ。！： 語に 於て 「成ったり ける」 「金物う つたる」 

の 如き 促音、 「よつ 引いて ひやう と 射る」 「かつう は 今日の 面目」 の 如き 長音 • 促 昔 の 變化も 亦 そ の 勢力 を 增すも 

のとい はざる ベから す。 射られた る 受身の 形 を 射させた る 使役の 形に いふの みに は あらす。 こ はこれ 單； の 論な 

れ ども、 句法に 於ても 漢文 訓讀其 儘の 形なる もの からす。 蓋し 漢文 軍 日記の 祖 ともい ふべき 將門記 等に は、 四 

六 文の 對比を ひたる 箇處 最も 多し。 故に 軍記物語に 於ても 叙景の 文句、 戰鬪の 記事に 於ても、 乃至 は 人物の 對 

話中に も、 その 送 假名 を 省けば 直に 立派なる 四 六 文に なり 得べき 箇處尠 からす。 句法 緊縮して 冗漫に 陷ら す、 最 

もよ くその 內容 に相應 せり。 しかも 亦 一方 風流 韻事 を寫 すに あたりて は、 純國 文の 優麗 閑雅なる 句法 を 楽て すし 

て、 よく 歌 物語の 半面 を存 し、 或は 勁 健に 或は 優麗 に、 姿 致 極めて 多し。 E?^ 子の 語と 女子の 語と はよ く 混和して 

用 ゐられ たりと いふべ く、 語を換 へて 言へば、 漢文と！： 文との 調和 玆に 成れるな り。 而 して 亦已に 言文一致に は 

あら ざり しなり。 (國文 學歷代 選 序論) 

和漢 混 渚 文 の 先驅 は 今昔 物語 邊り に 普通 置く ので あるが、 實 はもつ と， 1 つて 平安朝 中期の 惠心 僧都 ハ 源 信) (山 一八 
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六 七 七 ) の 「橫河 法語」 が ある。 これ は 法語が 假名 文 を 以て られた 辰 初で あり、 佛 敎文擧 史上に 於ても 劃期的 意義 を 

有する ものであるが、 我が 文章 史上に 於ても 和漢 混淆 文の 祖 として 尊重す るに 足る もので ある。 惠心は 「假名 法華經 

供養に 『日本 國は 如来の 金言たり とい へ ども 唯 假名 を もって 書き 奉るべき なり』 と 云つ たと 傳へ てゐ る」 と筑土 鈴宽氏 

は 「怫 敎文學 研究」 服 で 書いて 居られる。 また 同氏 は 語を繼 いで、 「同じき 比、 上 東 門院 は 如法 經 供養 願文 を假 

名で 書き 奉って ゐられ る。 珍 海 已講は 假名の 敎雜 文書、 菩提心 集を大 治の 歳に 著して ゐる。 慈鎭、 は 愚 管抄に 於て 假名 

の德 W を 述べて ゐる。 錄倉期 新興 敎團の 祖師 は 多く 假名に よって 宣 i; ゆ 文書 を 表現した、 文 永 十一 一年に 成った 和語 燈錄 

の 序に 『やまとことば X、 その 文 見やす く、 其 意 さとり やすし 云々』 と 云つ てゐ る。 義雲 禪師の 正 法眼 藏の頌 に 『永 平 

元舰入 レ宋。 穿 iH 葉 之 根 #v 歸朝 能爲ユ 一 1K 之 蔭 涼？ Its 婆 心。 以 -1 和 宇 1 柔- 漢語？ 奇妙 善 巧 令 K. 人不. *1 文 言？ 如，, 

石 含 V 玉。 似-一地 挈 U 山。』 と ある。 何れも 平易に して、 文理 通じ 易き を： HI ざした ところ 新 宗團の 精祌の 表れで ある。 (後 

略)」 と 述べられて ゐ るが、 これ は 法語が 和漢 混淆 文の 普及に 與 つて 力あった こと を 知る のに 役立た う。 荻 生 徂徠は 「南 

留別 志」 1, ポ化 に 「今の 時の ふみの やうなる 事は窒 町 頃よ. 0 はじまる 其 前 は 庭訓な どの やうなる 詞 なる ゆ ゑ 文盲な 

る 人 はえ か、 でかな ぶみ を m ひたるべし」 と 和漢 混 滑 文の 一 般 化の 時代 を 推定して ゐる。 

かくて 鎌倉時代 以後の 假名 文 學の文 は、 大體から：12-て平安朝物一?_i文の系統とこの軍記物語文若しくは法；^ii文とのニ 

つで あると 言 はれる。 

文 舉界 の喑黑 時代と さ へ稱 せられ る 室町 時代 に 於て は その 文章 は 鎌倉時代 の 遣 流 であった。 歷 史文擧 の 太平 記 • 增 

鏡 • 祌皇 正統 記 • 吉野拾 遣 • 義經記 • 曾 我物 語等然 り、 隨擎の 徒然 草然 り、 小說 のお 伽 草紙 • 敎訓物 • 兒物 或は 舞の 
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本 (幸 若 舞の 詞) など 义然 りで ある。 た 、くこの. I ザ 町 時代の 一 つの 光 は謠 曲で ある。 而も その 文章に 關 して は 一言 書か 

ねばならない。 謠 曲が、 壯审： 典 維 を 重んじる 以上、 平安朝 文 舉の言 辭を主 として、 更に 鎌 倉 文 舉の體 を も 採って ゐる 

の は當然 であるが、 更に 七五調の 歌， 詞を 平家物語よりも 遙 かに 多く 聯ね、 その 韻文 的 傾向 は： 史に 和歌の 上の 修辭 であ 

る 枕詞 • 序詞 。 緣語 • 掛 II . 重 音な どに 強く 出て ゐる。 又 「國 栖」 の、 

シテ 「あのお ほぢが 伏屋の 上に 紫雲の たなびい たる を拜 まい 給うた か 

の やうな 常時の 口語 も 間々 見える。 併し かう いふ 文& 十全 照の 語脈に は 何の 影響 も 持たない 程度の 口語 使^ は、 夙く、 

「平家物語」 などに も關束 方言ら し いものの 混入 もあって 言 ふ ほどの こと はない。 口語 や 方言の 一 貫した 文脈と して 擧 

げ るなら ば、 まづ京 幾 地方の 當 時の 口語 を 骨子と した 抄物の 中の 或 物、 或は 一部に 江戶 時代の それが 混入して ゐ ると 

も考 へられる がと にかく 悉く 口語の 直寫 せられて ゐる 狂言の やうな 文章が ある。 が、 これらの 話 語 は 結局 文章の 主流 

に 立つ に は 至らなかった。 

江戶 時代の 初め 頃の 物で は r 醒醉 笑」 「鹿の 卷筆」 「お あん 物語」 「おきく 物語」 「きの ふ はけ ふの 物語」 r 雜兵 物語」 

「寒 川 入道 筆記」 など は當 時の 口語 资料 として 尊ばれて ゐる ほど 數 多の 口語 を 混 川して ゐ るが、 未だ 言 文 一 致と いふの 

に は 遠い。 古 ？^瑶璃 • 小說 類で は對 話の 中に 言 文 折衷が あり、 俳文な どの 中に も 多く S ひられて ゐて、 文學 隆盛 期に 

及んで は、 所謂 軟文畢 類 特に 滑稽本 • 洒落 本に 於て 方言な どの 使 S も 頗る 多くな つて ゐ るが、 殆ど 對 話の 中に 限られ 

て ゐる狀 態で、 なほ 口語文と は 言へ ない ので ある。 輕ロ .笑 話な どの 所謂 噺 本の 新しい ものに は對 話の 文 は 勿論 地の 


文まで も 口語 11 江戶 の詞—— と 言って 言へ ない もの も 無いで. はない が、 まだ 言 文 二 致で はない。 若し 純粹 な； 一一 ic 文 一 

致の 例 を 求めるならば、 .少 いながら も ある。 本 居 {1 且長ゃ 平 田 篤 胤ら の 講義 物、 柴田鳩 翁の 道話な どが それで ある。 

善う 聞いて 下さり ませ 或 人の 發 句に 「手 は 突け ど 目 は 上に 著く 蛙 かな」 おもしろい 發 句で ござります ハイく 畏り 

ました 左様/、 御 もっともで 御座り ますと 口に はいへ ど 目 は 上に 著く 蛙 かなで おれが くの 向ふ兑 す これ を 放， 一 

其 心- 而不 レ知レ 求と 申します なん ほおれ が/、 で 物 を やりつけう としても 中々 おのれが 細工で は出來 ません (後略) 

(鳩 翁 道話)  - 

心 ざし ふかく そめて しをりければ きえ あ へ ぬ 雪の 花と 見 ゆらむ。 トウ カラ 花 ノ事ヲ 深 ゥ思ヒ コ ン、、 テ居 ルガ ソ レ ュ 

そ チヤ ャ ラ シ テ春 一一 ナ 、：^ :t バ ソノ マ、 雪サ へ マ ダロク 一一 消ヌノ 11 ソノ  Sf ッテ アル 木 ノ枝ノ 雪ガハ ャ花 ニ兑ェ ル 

(宣長 「古今 集 遠 鏡」) 

宣 長が 註釋を 口語で 書いた 理由 は その 序文に、 

う ひまな びな どのた めに は、 ちう さく は、 いかにく はしく ときたる も、 物の あ ぢはひ を、 廿 しからし と、 人の か 

たる を閜 たらむ やうに て、 詞の いき ほひ、 てにをはの はたらきな どこ まかなる 趣に いたりて は、 猶 たしかに はえ 

あらねば、 其 事 を 今お のが 心に 思 ふが ごと は、 さとり えがたき 物なる を、 さとび ごとに 譯 したる は、 た にみ づ 

►  »  ミ .v- ビゴ ト 

力ら さ 3:- ふに ひとしくて、 物の 味 を、 みづ からな めて、 しれる がごと く、 いにしへの 雅言み な、 おの. が はらの 內 

の 物と しなれ、 ば、 一 うたの こまかなる 心ば へ の、 こよな くた しかに えらる 、ことお ほき ぞ かし、 

と あるので 明かで ある。： 又 か、 る 文章の 用語に 關 して は、 


チト ビゴ 卜 

俗言 は、 かの 國 この 里. と、 ことなる ことお ほきが 中には、 みやび ごとに ちかき も あれ ども、 かたよれる ゐ なか Q 

ことば . -、 . あまねく よもに はわた しがた ければ、 か、 る ことにと り m ひがたし、 大 かたは 京 わたりの 詞 してう つ 

すべき わざな り、  , . . 

と ある。 

方言で 書かれた もの も 絶無で はない。 

「柳 川 方言 桓 ：！： 抄 一撮」 (一 册) 大國語 S 究室 所蔵 寫本) は 化 政 以前の ものと 言 はれる が、 その 序文が 方言で 書いて 

ある。.. 

櫻 田 虎門" 縣 111!  の 著 かと 言 はれて ゐる 「仙臺 方言」 の 序文 C これ は 後に 作者 以外の 人が つけた ものら しく  E わ 

へる) が 方言で 書いて ある。  . 

ヲラァ 。ヲ クー 一 ャァ 0 クチ イタ テバ ッテモ  

とい ふ 風な もので • 叉 別に これ を 普通の 口語文に 飜譯 して ある。  .  , 

要するに この 時代の 文章 は 前代の 繼 承に 屬 する ものと、， 口語 若しくは 方言 使用量 は i;3j かで あるが 未だ 言 文 I 致と は 

言 ひにくい 程度の ものとの 二つであって、 近 松 や 西 鶴の 如き 巨匠 は、 話 語の 生命と 憒 値と を その 文章の 上に よく 發^ 

したが、 なほ 言文一致と いふ ことに は 全く 緣遠 いものであった。 

明治時代の 普通 文 は 漢文 讀み 下しの 影響 を 蒙る ことが 頗る 大きかった。 その 昔元祿 頃から 一 部の 阈擧 者が 古の 國語 
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相 を 現しよう としたが、 然し 漢文 # の 方で は、 古の 菅 家.、 江 {| の 點の流 を 酌む もの は相當 正しい 語格が 存 して ゐた 

とはいへ、 寬政 頃から、 訓點の 振 假名 を 捨てて 專 ら音讀 する ことが 起った。 そして 後 は 次第に 一家の 何點 とい ふや 

うな もの さへ 現れて、 法 も 格 も亂れ てし まった" 廣 日本 文典 別記の 序論に は 次の 如く 論じて ゐる。 

國 文の 語格の くだけた る、 支 難 減 裂せ る、 今 代の ほどなる は あら じ。 其 原 H を たづぬ るに、 多年の 言語の 變遷に 

も 因るべく、  校の 教育な かりし にも 因るべし といへ ども、 其大 原因 は 全く 漢文の 訓點 にあり て、 その 禍源と な 

りし も 近 百年 以來 M 出せし 訓點 にあり。 (中略) 然るに かの 寬 政の 三助 先生 (精 古 賀彌助 丄ー洲 尾 藤 rts. 栗 山 柴野彥 

輔> の 頃より して (屮略 古訓 點と いふ もの は 破れ そめぬ。 一 曰 ー破壞 のい とぐち を^き しょり、 (中略) その 甚し きも 

の を 一 齋點 なりと す。 これぞ|^|^格破壊の禍^^罪魁にはぁる。 され ど當 時な ほ 古訓 點 にて 敎授す る^も ありて、 後 

進 文彥が 如き も. 少年の 素 滅には 古 點に據 りし こと 多 かりし なりつ さるに 忤 藤ー齋 先生、 一代の 鴻儒 とて、 軍： く 

幕府の 昌平 校に 用ゐ られ、 多く 諸 1^ に聘 せられて 書 を 講じ、 門人 三千 人に 至り 齢 八十 八 を かさねたり。 (安政 六 

年殁) 師 作りて お. 子 述べ、 爾來全 II の訓點 一 齊點に 風 1! して、 火の 原を燎 きて 撲滅す ベ からざる が 如く、 災害 終 

に海內 にわたり ぬ。 然して 此 事ん フ (明治 二十 九年ノ コ トデ アル) より 僅に 六 七十 年 前に あり。 漢舉者 とても 往時 は 私 

に 國文を 攻めて、 漢文 作れば 漢文の 美 を 成し、 國文 作れば 亦 優に 其 境に 入れり。 白 石 *鴻 奥 二 先生の 文な ど 想像 

すべきな り。 寬政以 來漢藥 専攻の 者 先聚の 如きた しなみ なきの みならす、 漢文 作る に は 國文は 害な りな どい ふ妄 

念 を 抱きて、 却て 擯斥す る こと、 なりて、 必用 ありて 假名 交り 文 を 記す 時 は、 (國 文は间 より 作り 得ねば) 己が 唯 

一と 學び 得た る 漢文 請 下しの 文の み 記す こと、 なり、 其訓點 はかの 破格なる より 外に 知らねば、 文 は 遂に 支 離と 


- 54 


なりて、 さて 此 末流に 成育せ る漢舉 書生 輩の、 圖 らすも 天下の 大權を 執る に 至りて、 禍根 愈. - ^く、 遂に 大日 本 

公行の 文體と はなり て、 かくて 文章 は 全く 塗炭の 中に 陷れ るぞ、 實に終 天の 遺憾なる。 されば 今 代の 文の 支 離せ 

る は、 全く 近世の 漢舉 者と 新訓點 との 罪な りと 定 むべき なり。 

然るに 一方、 幕末より 維新の 初に かけて 外國 文化が 續々 輪 入せられ る やうに なつてから、 種々 な點で 從來の 我が 國使 

S の 漢字の 不便 を 痛感し、 阈字 改良 問題に 伴って、 言 文 一 致の 問題が 起った。 前 島來輔 (密) 氏に 慶應ニ 年に 將軍麼 喜 

に 上った 建白書の 中に、 

國文を 定め 文典 を 制する においても 必す 古文に 復し 「ハべ ル」 「ケル カナ」 を W る 儀に は 無 御座 今 H 苦 通の 「ッ 力 マ 

ツル」 「ゴ ザル」 の 言語 を^ ひ 之に 一定の 法則 を 置く との 謂 ひに 御座 候 

と 言 ひ、 明治 二 年 政府に 提出した 建議の 中に も、 

新撰 國語 ハ 漢語 西洋 語 ヲ 論. ゼ ズ之ヲ 容納 シ 文章 ハ 古雅 ヲ主 トセ ズ 近體ノ 俗文 ヲ主 トス 

と 言った。 後十數 年の 間に 數 多の 識者に 依って その 必要が 論ぜられ、 實行 もせられ たが、 未だ 漢文 直 譯體を 乎 叫に し 

た 風の ものが 多かった。 然るに、 明治 十六 年に 「かなの くわい」 が 成立し、 その 會の 目的の 一 つに も、 

言葉 ハ 和漢 古今 諸 外 國ノ別 無 ク成ル ベ ク世 ノ人ノ 一:^ 一一  入 リ易キ モノ ヲ擇ビ 取 リ奪ラ 假名 ノミ ヲ用ヒ テ 文章 ヲ記ス 

ノ 方法 ヲ 硏究シ 

と屮： てゐ るし、 その 機關雜 誌に 載せられ たもの も 大抵 口語文であった。 その 會員 中の 矢 田 部良亩 博士 は、 r 羅馬 字ヲ 

以テ 日本語 ヲ緩ル ノ說」 の 中で、 京 語 を 以て 文袁を 書くべき であると 貢 ひ、 物 集 高 E 儿 博士 は、 論說 「ー一 一一 n 文 一 致」 を 誓 

= 本文 章史 
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き、 文章 は 談話のと ほりに 綴るべき であると 論じ、 チ ァ ムバ レ ン (R  H.  clmmbol.Iain) も 言 文 一 致に 讚 成の 意 を 表し 

た。 かくして 輿論 は 次第に 形づくられて 行って 今 は その 人を续 つば かりにな つた。 その時現れたのはニ葉亭§^迷でぁ 

る。 一 一 十 年 七月に 出た 「浮 雲」 に 言 文 一 致が 採用 せられて ゐ たので ある。 彼 は 自ら、 i^l 句 を參考 にして 言 文 一 致豊. ^こ 

用 ひる 俗語に 磨き を かけた と 言って ゐる。 連句に は 俳句の やうな 形の 制限 や 和文. 和歌の 耳遠 さがな く、 用語が 普. 通 

の もので. 且つ 潤 ひが あるから であると 云 ふ。 少年 時代から 漢文 • 國 文.；：； 一 戶文學 に 親しみ、 俳諧 も 弄んで.，. -3 の 一 

つであった。 一方、 速記術の 傳來の 結 架、 講談 や 落語が 速記 せられる やうに なった ことが 一 つの 大きな 原因で、 三 遊 

亭圓 朝の 「牡丹 燈籠」 (十七 年刊) が 最初に 出た が、 會話も 地の文 も 言 文 一 致であって、 言 文ニ途 になって ゐた從 來の文 

章 道で は實に 稀な ことであった。 二葉 亭は s. 內 逍遙から 「圓 朝の 落語 ど ほり 書いて みて は， 一と 言 はれた のに 動かされた 

と吿 白して ゐる くら ゐ である。 又 1 1 十 一 年 五月に は 山 田 美妙が 「我 樂多 文庫」 に 「言 文 一 致體」 と銘を 打った 「情 詩人」 を 

連載し、 八月に は 數篇の 言 文 一致の 作品 を 集めた 「夏木立」 を 出した。 彼は已 に、 英國 詩人 チ 3 1 サ ー(Geoffrey 

olllaucer)  (p 1340?—1400?) が當 時の 詩人の ラテン語. フランス語 を ひたのに 反し、 英語の 驅 使に 腐心して、 時の 

俗文 を 書き、 現代の 英文の 基 を 開いた こと や、 外國の 文が 大體 言文一致 である こと を 知って ゐ たのであった。 夏木立 

に はこの 外に、 西洋 文に 負 ふところの 句讀法 • 擬人法 • 倒置法. 咏嘆 法な ど 新味 ある もの を m ひた。 この 修辭法 は 後 

の翻譯 物 や 時には 普通の 文章に も 影響す る 點が少 くない。 併し、 この 修辭 法に 更に 精 織な 思想の 表現 を 目 ざす 所謂 周 

密文 體の祖 として は、 翻 譯小說 「鬚 3 心談」 f  Mil 泉 を 推さねば なるまい。 この こと は 少し 本題に 外れる ので 今 は詳 

しく 述べない。 
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さて、 美妙 は、 初め 敬語 を 用 ひない 「だ」 調 を 以てした が、 後に は 「です」 調に 改め、 二葉 亭は、 初め 「です」 調で 書か 

うとして 「だ」 調に 改めた とい ふこと である。 

言 文 一 致の 文章 は その後 多くの 人に 依って 試みられ、 例へば、 その 直後に 出 もた のに、 「五月 鯉」 ff ぼ fl;^s、 「花 

欠た-^ 一石？， 案 著、 二十 一 ¥ 一  「5?で 美妙 著、 二十 ニ年フ i 丄入 一大 橋 乙 羽 著、 二  、よ ビ、 ；， り-、 1^  CL-0ft つ I 

^ゾ」 月、 「ます」 調の 口語 體 一 „^ &」 一 月、 「です」 調 一 こほ.^松^?11十ニ：^七月 なと 力 あり 観^！物にも應用せられ 

て- 「AO>t. き I  二葉 亭譯、 二十 「、、、つ 一若 松賤子 〔本名 巖本嘉 志 子〕 二十 三华 八月 ョ f - -.」 く  i、，lz  ：  49  / つ L、  -  L 

て 一 あ ひ、 き」 一年 七 . 八月  一，. ^な ザ」 リニ 十五 年 一月 マデ女 學雜誌 II 揭 ゲタ。 なと は大 喝采に 博 へられ • これ まて 

の 漢文 直譯體 若しくは 雅俗 折衷 體.. に 新しい 指針と なった もので あり、 或は 論ぜられて、 例へば、 美妙の 「言 文 - 一致 論 

概說」 一一 ー针の 如きが あり、 幾多の 彫 磨を經 て、 二十 九 年、 尾 崎 紅葉の 「多情多恨」 に 於て、 始めて 言文一致の 一種の 圓 

滿な 姿が 示された のであった。 二葉 亭* 美妙の 最初の 言 文 一 致體を 試みに 引く と、 

ひね もす  よもす ゾら 

先 は 妹 背山蘧 垣の 間近き 人を戀 ひそめて より、 晝は 終日 夜 は 終夜 …… 砧に 映る 軒の 月の …… 人の 心 を 測り かねて 

末 摘 花の 色に も 出さす、 岩堪 水の 音に も 立てす …… (浮 雲) 

夜 は 夜 城 を 明 渡した. - 竹薮に 伏勢 を 張って ゐる村 雀 は、 あらたに 軍議 を 開 初め、  (「夏木立」 中の ー篇 「武藏 

野」) 

牧羊 兒の 身體 は、 はや 引 込まれた、 門の 中へ。 …… 牧羊 兒を 入れよう とした、 城の 牢へ。 (「夏木立」 中の ー篇 「花 

の 茨、 茨の 花」) 

などの やうに 未だ 古 調 やぎ こちな さの 感を 禁じ 得な いのであった。 

紅葉 は、 「杠葉 遺文」 の 中で 「言文一致 ほど 無責任で、 易しい もの は 無から う」 と考 へて ゐ たと 書き 殘 して ゐ るが、 そ 


の 彼が、 二十 七 年の 「むらさき」 に 於て この 體の爲 に 思 はぬ 骨 を 折り、 爾後な みくなら ぬ 苦心と 努力と を拂 つて、 こ 

k に、 美妙の 「です」 調と 二葉 亭の 「だ」 調と： a んで 「である」 調 を 興し、 a つ これら を渾 成した 一 種の 文體を 創始した の 

であった。 

かう して 言 文 一 致の 手本 は 巳に 成った ので あるが、 日露の 戰 前まで はま だ 文筆 界を 支配す るまでに は ならな かつ 

た。 二十 一 年 四月の r 國民之 友」 を 見る と、 

日本の 文擧 は、 今や 開發の 最中に て、 時々 刻々 變し 行けり、 若し 試みに 四 五 年 前の 新聞紙 を 探って、 んフ 日の 新聞 

紙と 比較せ よ、 其 文字、 文句、 文 體の相 ひ 異なる 殆んど 四、 五 百年 を 隔てた るが 如きの 思 ひ あらん、 (中略) 今日 

の文學 は、 …… (中略) 漢文の 耍素 あり、 和文の 耍素 あり、 歐 文の 要素 あり、 俗語の 耍素 あり、 單純體 あり、 複雜 

體 あり、 馬 琴 風 あり、 爲永風 あり、 三 田 風 あり、 坪內風 あり、 各種の 文 體合戰 最中に て (後略) 

と あり、 明治 二十 五 年の 「日本 文章論 驛 にに 牧 めた 西 村茂樹 博士 默 引の 「文章論」 に は • 

現今 國 中に 行 はる、 文章と 云 ふ 者、 其 種類 甚だ 多し と雖 も、 合せて これ を觀れ ば、 六 種に 歸 すべし。 其 一 は 擬古 

文、 其 二 は 漢文、 其 三 は 漢文 體、 其 四は飜 譯體、 其 五 は 通俗 文 (註、 口語文 ノ コト )、 其 六 は 書簡文に して (後略) 

と あり、 か、 る 時に 出現した 言文一致 體 であるから、 忽に 天下 を 風靡 するとい ふこと は 困難だった に 違 ひない。 美妙 

の 出た 視友 社の 同人 さへ 地の文に はな ほ 文語 を 用 ひたので ある。 「新 文章論」 鴨甜 贿だ g 年 に 、 

當時 どうい ふ 文章 を 書いた かとい ふに、 要するに 記事 論說 文例の 鼇頭 にある 妙 句 佳 語と いふ やうな もの や、 故事 

譬喩の 面白い もの や を m ひて 見た さの 文章であった。 
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と あるひ 

併し 言 文 一 致體は 要するに 時代の 求める もので あつたので ある。 德田秋 聲氏は 「明治 小說 文章 變遷 史」 の 中で、 從來 

の 小 說が單 に 形式的な 才筆と か 能文と かいふ ことに 重き を 置いて ゐ たのに 對し、 言文一致 以後の 小說 は、 描 寫と云 ふ 

立場に 在る ので、 決して 文 を 平易に しょうな どのた めでな く、 反って 難解に なっても、 氣 分の 微妙 を寫 し、 再現の 目 

的 を 達しよう との 考 からで あると いふ 意味の こと を 書いて 居られる が、 事實 であらう と 思 はれる。 

三十 年頃から その 傾向 は 小說類 以外の ものに も 次第に 認められる やうに なった。 言 文 一 致體 とまで は 行かない が、 

夙く、 六 年の 「，| 伊 蘇 普 物語」 (渡邊 溫譯) に は 俗語の 混 人が 多く、 九 年の 「天 路歷 程」. (村 上 俊 吉譯) は大體 口語文で あ 

り、 かく 翻譯 物に その 兆が 明治の 初期から 見える とも 言へ るので ある。 さて、 三十 年頃よりの 小說類 以外の 口語文の 

有名な 書名 を、 「日本 文擧大 辭典」 に據 つて 擧げ ると、 「水 川淸 話」 ョ， 賴特著 「福 翁 自傳」 き 谓雜著 「國 語學 小史」 4 辦孝 

一 U 「植物 生態 美觀」  一一；  一？ f 精 「進化論 講話」；^? ィ似 I 著な どが ある。 

言 文 一 致 體卽ち 口語 體が 文藝 方面に 限らす 凡ゆる 分野に 浸潤した 力 は 教育界の 活動が 半は與 つて ゐる。 三十 三年 帝 

國敎育 會の內 に 「言 文 一 致會」 が 成り、 鼓吹 演說を 屡. - 行うて、 之 を 「言 文 一 致 論集」 に收 めて 出版し、 或は、 國語 調査 

會が 設けられて、 言文一致の 實行 を國家 業と する ことの 請願 を兩 議院に 提出して、 採用せられ、 翌年の 全國 聯合 敎 

育會に 於て は、 小學 校の 敎科 書の 文章 は 言文一致の 方針に 據る こと を 決議し、 三十 五 年に は、 文部省 內に出 來てゐ た 

臨時 國語 調査 委員 會 では、 文章 は 言文一致 體を拔 用す る ことに 定め、 之に 關 する 調 亮を爲 す ことと なって、 その 業績 

を擧 げた。 文部 では、 以前、 二十 年に、 小 舉讀本 (七 卷) に 多くの 口語文 を 載せた が、 三十 七 年に も、 口語文 を數多 

B 本文 章史 
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くした。 

これと 同時に、 口語文 典 も 次々 と 世に出た が爲 に、 直接 間接に 影響の あった こと も考 へられる が、 ベ,' は觸 ないで 

おかう。 或は 言 文 一 致 運動 萌芽 時代に あって は、 漢字制限 若しくは 廢止 運動と 之に 附隨 する 假名 書 運動 及び n 1 マ 字 

運動が 叉大 なり 小な り 關係を 有する ので あるが、 これ も 省いて おく。 

日露 戰爭の 後、 自然主義の 文學の 勃興から、 小 說類は 口語文 を 用 ひるの が 普通と なり、 島 倚 i 黎 IT: の 「春」, i 一  の 寺 

分力ら 口語文 は 全く 一 一十 年 • 三十 年代の 何處 かにな ほ殘 つて ゐる 古さ を棄 てて しまった 感が ある。 繽 いて、 諸種 

物に 用 ひられる ことが 日々 に增 し、 大正時代に 入って は、 威嚴の 不足 感 から 容易に 採兩 せられなかった 新聞の 論說な 

どにまで 見られる やうに なって、 文語文 はやう やく 影 を ひそめて 來 たのであった。 

4- 日 普通に なって ゐる その 「口語文」 の 歷史は 前述の 如き ものであるが、 今日の 口語文 は 果して 如何 ほどまでに 生き 

た 今日の 言葉で 綴られて ゐ るか は 一 考を耍 する 3 今日の 口語 體は 「である」 式で あるが、 これ は 會話體 ではない ので あ 

る。 然 らば、 他の 言葉に 於ても 同様の ことがあり はしない だら うか。 口語文と は 呼びつ、 も、 叉 一 つの 型に 向って b 

るので はなから うか。 再び 言文不 一 致 11 たと ひそ こまで 行かな くと も、 會 話の 言葉と 隔 りのある ものと なり つ、 あ 

り はしない だら うか 0 

我が 國に は數 多の 方言が ある。 各人が 己が 方言に 依って 文章 を 書く ことに なれば、 地方 を 異にする 人 毎に、 相- 1 こ 

通じない ところが 少 くな からう。 標準語 はこ の 意味に 於て 重大な 役割 を 持って ゐる。 さう して 標準語の 模範 は 文部省 
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編 慕の ぺ輋 國語讀 本に 見える ものである。 併し 標準語 は 未だ 完全に は 整理 せられて ゐな いので ある。 嚴密に 謂、 ズ、 

口語文 は 今 整理 期に あるので ある。 

けれども、 之 を 明治時代の 所謂 首 文 一 致體に 比較す る 時、 發生 時代の は 勿論の こと、 小 杉！ K 外 や 小 栗 風 葉ら の寫實 

小說の 文章と も、 單に 用語の 上から みても、 助動詞 • 助詞 • 感動詞な どに は 色々 の點で 變遷が 認められ るので ある。 

公用 的な ものに は、 時として 例外 も あるが、 やはり 現代 日本の 文章 界を 支配して ゐ るの は、 實に 口語文で ある。 口 

語の 侵蝕の 比較的 遲 かった 書簡文 は、 その 獨自の 長い 歷史を 有する 候文 體が、 殆ど 近年まで も 行 はれて ゐ たので ある 

が、 今日は 急に テンポ を 速めて、 口語文に 傳統の 地位 を 譲りつ、 ある 情勢で ある。 

あ \、  口語文 全盛の この 事實を 見て、 「I 物 之 本 江戸 作者 部類」 (曲 亭馬琴 著) の 中の 一 記事、 

「京 傳亦言 やう、 近頃 曲亭 なとの 讀本、 雅俗 を 混交し ぬる を 以て 體裁 をな さ る 者 也、 己れ 此 度の 雙蝶記 は 吾妻 

與五郞 の 事 を 旨と したる 世界に て、 世話 狂言と 云 者に 似 たれ は、 を さく 雜 劇の 趣きに 倣 ふて、 p- は 今の 傀. 谷 を 

もてす へし、 しか 綴る 時 は、 婦女の 俗耳に 入らざる 事な し、 其樂 一 しほに 倍す へし、 此書 一 度 世に 行 はれな は、 

後の 讀 本の 面目 を改む へ けれと さ X やき 示したり ければ 西村屋 與八感 佩して …… 雙蝶記 を 彫刻し ぬる (中略) 凡 一 一 

歳ば かりにして 發賣 する こと を 得たり しに、 世の 看 宫の評 宜しから す、 C 中略) 且物 語の 中なる 詞に、 左様で ござ 

ります など 言 ふ 事 多く あれば、 あまり 今めかしく、 さう ふ \- しくて、 おかしから すと いふの みなりければ、 ト。 も 

ふに たが ひて 其 本 多く 賣れ す、 (後略)」 (文化 十 年 11 雙蝶記 ハ出テ ヰ ル。) 

とい ふのに 想 ひ 到る 時、 吾人 は 唯 時勢の 力の 偉大 さに 頭 を 垂れる のみで ある。 

日本 文耷史 
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昭和の 今日の 口語文 は、 その 目的 その 用語な どの 上から 之 を 分類す ると、 擧術的 文 體* 文藝 的文體 ニン ャ ー ナ リズ 

ム的文 體と云 ふやうな ものにする こと も 出来る (例へば 千 葉龜雄 氏が この 分類 をして 居られる)。 各.^ に 獨特の 用語 も 

あるので、 これ を捉 へて 述べる こと も 本論の 役目で あるか も 知れない が、 已に 豫定の 紙數を 越えて しまったから、 一 

先づ これぐ らゐ にして 筆を櫊 かう。 

本稿 は 嘗て、 一度 平安朝 時代までの 文章 史に 就いて 發 表した もの 更に 訂正 嗜補 しれもの である、、 と 1^ ことわって おく。 
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